
9

9

9

9

.

,

＇ 

9

9

,

 

論

9

9

,

 

9

9

,

 

四 三

は
じ
め
に

嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法

―
―
八
九
六
年
法

二
―
九
二
五
年
法

三
一
九
五
九
年
法

具
体
例
（
以
上
本
号
）

現
行
法

説

谷

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法
に
つ
い
て
山

忠

之
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③
 訟
費
用
が
支
払
わ
れ
る
ま
で
停
止
。

②
 

①
 

(
l
)
 

一
九
八
一
年
七
月
二
八
日
に
成
立
し
、
翌
年
の
一
九
八
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
現
行
の
最
高
法
院
法
四
二
条

(the

に
は
、
嫌
が
ら
せ
に
よ
る
法
的
手
続
の
利
用
を
禁
止
す
る
趣
旨
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
ど
こ
に
で
も
、
制
度
を
濫
用
す
る
者
が
い
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が
日
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
訴
訟
に
負
け
て
も
頑
固
に
自
己

(
2
)
 

の
主
張
を
繰
り
返
す
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
実
体
法
的
に
は
、
不
法
行
為
と
し
て
損
害
賠
償
を

(
3
)
 

命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
手
続
的
に
は
、
原
告
側
で
あ
れ
ば
、
訴
権
の
濫
用
と
し
て
訴
え
を
却
下
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
。

そ
し
て
、

件
も
の
訴
訟
を
起
こ
し
た
、

そ
の
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
事
件
は
、
以
下
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
約
四
年
半
の
間
に
一
人
の
人
間
が
一
―
六

(
5
)
 

と
い
う
の
で
あ
る
。

口
頭
誹
毀
を
理
由
と
す
る
損
害
金

(
d
a
m
a
g
e
s
for slander) 
を
求
め

こ
の
訴
訟
は
、
不
真
面
目
で

(frivolous)
且
つ
嫌
が
ら
せ
で

(
v
e
x
a
t
i
o
u
s
)
あ

同
年
一
月
一
九
日
。
下
院
の
書
記
で
あ
る

Mr.
S.L. S
i
m
e
o
n
に
対
す
る
義
務
怠
慢
を
理
由
と
す
る
損
害
金
請
求
。
手
続
は
、
訴

一
八
九
二
年
五
月
。
被
告
は
議
長

(the
S
p
e
a
k
e
r
)
。
請
願
書

(petition)
の
提
出
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
金
。
主
事

る、

と
し
て
、
却
下
さ
れ
た
。

る
召
喚
状
が
王
座
部
に
お
い
て
発
付
さ
れ
た
。

一
八
九
一
年
一
月
―
日
、

L
o
r
d
 E
s
h
e
r
に
対
し
て
、

こ
の
種
の
明
文
規
定
は
、

わ
が
国
に
は
存
し
な
い
。

と
こ
ろ
が
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
の
規
定
に
よ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
自
体
に
許
可
が
い
る
の
で

S
u
p
r
e
m
e
 C
o
u
r
t
 A
c
t
 1
9
8
1
.
 
s
e
c
t
i
o
n
 4
2
.
)
 

は

じ

め

に
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イギリスにおける嫌がらせ訴訟禁止法について（日（三谷）

⑪ 
で、

そ
の
後
召
使
い
の
主
人
）

の
命
令
か
ら
の
控
訴
に
基
づ
い
て
、
訴
訟
費
用
負
担
付
き
の
却
下
。

同
年
七
月
一
三
日
。
被
告
は
議
長
。

宣
誓
供
述
書
の
写
し
の
費
用
と
し
て
、

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
州
裁
判
所
で
。
被
告
の
要
求
に
よ
り
、
被
告
の
た
め
に
な
さ
れ
た

、、

）
／
ク

1

4

 ―
三
シ
ー
、

八
ペ
ニ
ー
を
請
求
。
訴
訟
費
用
負
担
付
き
の
被
告
有
利
の

同
年
七
月
一
一
七
日
。

Mr.
S
i
m
e
o
n
が
被
告
。
ブ
ロ
ン
プ
ト
ン
州
裁
判
所
。
強
制
執
行
令
状

(fi

fa)
の
下
に
お
け
る
侵
害
を
理

由
と
す
る
損
害
金
。
訴
訟
費
用
負
担
付
き
の
訴
え
却
F
(
n
o
n
,
 
suit)
。

一
八
九
芝
年
一
月
二
五
日
。

Mr.
A.K. S
t
e
p
h
e
n
s
o
n
が
被
告
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
州
裁
判
所
。
被
告
の
た
め
に
し
た
労
働

の
費
用
と
し
て
、

一
ポ
ン
ド
、

同
年
七
月
二
八
日
。
被
告
は
議
長
。
一
シ
リ
ン
グ
。
訴
訟
費
用
負
担
付
き
の
被
告
有
利
の
判
決
。

ク
ラ
ー
ケ
ン
ウ
ェ
ル
州
裁
判
所
。
な
さ
れ
た
労
働
の
費
用
請
求
。
訴
訟
費
用
負
担
付
き
の

⑩
同
年
二
月
一
四
日
。
被
告
は
議
長
の
執
事

(
S
p
e
a
k
a
r
'
s
butler)
。

訴
訟
費
用
負
担
付
き
の
被
告
有
利
の
判
決
。

ク
ラ
ー
ケ
ン
ウ
ェ
ル
州
裁
判
所
。
暴
行
に
よ
る
損
害
金
。

同
年
三
月
八
日
。
被
告
は
議
長
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
州
裁
判
所
。
被
告
承
認
の
下
に
、
被
告
の
召
使
い

下
。
原
告
は
出
席
せ
ず
。

⑨
 納
付
。

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
暴
行
に
よ
る
損
害
金
。
訴
訟
費
用
負
担
付
き
の
被
告
有
利
の
判
決
。

一
八
九
四
年
一
月
九
日
。

Mr.
A.T. H
a
r
e
が
被
告
。

⑧
同
年
―
二
月
ニ
一
日
。

Mr.
A.T. H
a
r
e
が
被
告
。

被
告
有
利
の
判
決
。

⑦
 
⑥
 
⑤
 判
決
。

④
 

一
ポ
ン
ド
、

（
最
初
は
召
使
い

シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ロ
ン
ド
ン
裁
判
所
。
労
働
と
資
料
の
費
用
。
事
件
は
却

シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ロ
ン
ド
ン
裁
判
所
。
労
働
と
資
料
の
費
用
3

裁
判
所
へ
の
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⑳ 
と
に
よ
る
一
ポ
ン
ド
、

一
シ
リ
ン
グ
。
却
下
。
請
願
者
は
出
席
せ
ず
。

⑲
同
年
―
二
月
八
日
。
被
告
は
大
法
官
。

⑱ ⑫
同
年
四
月
二
五
日
。
被
告
は
、
議
長
、

Sir
A
.
K
.
 S
t
e
p
h
e
n
s
o
n
及
び

Mr.
H
a
r
e
の
三
名
で
あ
る
。
正
義
の
過
程
を
妨
害
し
無

効
に
す
る
た
め
に
彼
ら
の
間
で
賄
賂
を
使
い
且
つ
不
当
に
共
謀
・
結
託
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
損
害
金
。
訴
訟
費
用
負
担
付
き
の

同
年
五
月
二
四
日
。
被
告
は
守
衛
官
(the
S
e
r
j
e
a
n
t
 ,
 
a
t
'
A
r
m
s
)
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
州
裁
判
所
。
暴
行
に
よ
る
損
害
金
。

訴
訟
費
用
負
担
付
き
の
被
告
有
利
の
判
決
。

同
年
六
月
一
四
日
。
被
告
は
、

Mr.
H
a
r
e
,
 
Mr. G
a
r
d
n
e
r
及
び

Sir
A
.
K
.
 S
t
e
p
h
e
n
s
o
n
の
三
名
で
あ
る
。
賄
賂
を
使
い
且

つ
不
当
に
共
謀
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
損
害
金
一
ポ
ン
ド
。
訴
訟
費
用
負
担
付
き
の
被
告
有
利
の
判
決
。

同
年
六
月
二
八
日
。
被
告
は
議
長
。
請
願
書
を
提
出
す
る
の
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
金
。
訴
訟
費
用
負
担
付
き
の
被
告

同
年
七
月
―
二
日
。
被
告
は
ホ
ー
ス
リ
ー
警
部
。
暴
行
を
理
由
と
す
る
損
害
金
と
し
て
、

同
年
七
月
二
五
日
。
被
告
は
大
法
官

(the
L
o
r
d
 C
h
a
n
c
e
l
l
o
r
)
。

一
ポ
ン
ド
、

一
シ
リ
ン
グ
。
訴
訟
費

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
州
裁
判
所
。
請
願
書
を
提
出
す
る

の
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
金
。
訴
訟
費
用
負
担
付
き
の
被
告
有
利
の
判
決
。

同
年
―
一
月
。

L
o
r
d
H
a
l
s
b
u
r
y
が
被
告
。
高
等
法
院
。
請
願
の
公
判
を
指
定
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
金
一
、

0
0
0

ポ
ン
ド
。
不
真
面
目
か
つ
嫌
が
ら
せ
で
あ
る
と
し
て
却
下
。

⑰ 
用
負
担
付
き
の
被
告
有
利
の
判
決
。

⑯
 有
利
の
判
決
。

⑮ ⑭ 
被
告
有
利
の
判
決
。

⑬
 

一
八
九
四
年
七
月
二
五
日
の
召
喚
状
に
従
っ
て
裁
判
所
に
参
加
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ

一
八
九
五
年
二
月
一
九
日
。
請
願
書
の
提
出
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
金
。
訴
訟
費
用
負
担
付
き
の
被
告
有
利
の
判
決
。

四
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イギリスにおける嫌がらせ訴訟禁止法について(t-)(ミ谷）

下
に
お
い
て
は
、

嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法
の
沿
革
を
た
ど
り
、

こ
の
法
規
定
の
問
題
点
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

五

⑳
 for r
e
h
e
a
r
i
n
g
)
。
訴
訟
費
用
負
担
付
き
で
却
下
。

⑮ 
負
担
付
き
で
却
下
。

ラ
ー
ケ
ン
ウ
ェ
ル
州
裁
判
所
。

一
八
九
五
年
二
月
一
九
日
に
、

罰
則
付
き
召
喚
状
に
基
づ
い
て

L
o
r
d

⑳
 担
付
き
の
被
告
有
利
の
判
決
。

⑳ ⑫ 

同
年
三
月
四
日
。

同
年
三
月
二
五
日
。

(
s
u
b
p
o
e
n
a
)
に
基
づ
い
て
参
加
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
正
義
の
過
程
を
妨
害
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
金
一
ポ
ン
ド
。
訴
訟
費
用
負

同
年
四
月
一

0
日

L
o
r
d
 
H
e
r
s
h
e
l
l
及
び

L
o
r
d

（
審
尋
は
五
月
九
日
）
。

L
o
r
d
 H
e
r
s
c
h
e
l
l
,
 L
o
r
d
 E
s
h
e
r
,
 J
u
d
g
e
 L
u
m
l
e
y
 S
m
i
t
h
の
三
夕
日
か
姑
笙
口
。

H
e
r
s
c
h
e
l
l
及
び

L
o
r
d

E
s
h
e
r
を
調
査
す
る
原
告
の
権
利
を
奪
う
こ
と
に
よ
っ
て
正
義
を
妨
害
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
損
害
金
一
ポ
ン
ド
。
訴
訟
費
用

同
年
五
月
二
二
日
。

J
u
d
g
e
L
u
m
l
e
y
及
び

J
u
d
g
e
M
e
a
d
o
w
s
 W
h
i
t
e
が
被
告
。
前
述
の
訴
訟
の
再
審
尋
の
申
立
て

(
m
o
t
i
o
n

同
年
七
月
四
日
。
ウ
ェ
イ
ル
ズ
皇
太
子
、

Sir
E. M
a
u
n
d
e
 T
h
o
m
p
s
o
n
及
び

M
r
.
R. G
a
r
n
e
t
t
の
三
名
が
被
告
。
ク
ラ
ー
ケ

ン
ウ
ェ
ル
州
裁
判
所
。
大
英
博
物
館
の
読
書
室
へ
入
る
原
告
の
入
場
券
の
更
新
を
不
当
に
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
金
。
訴
訟

費
用
負
担
付
き
の
被
告
有
利
の
判
決
。

こ
の
事
件
に
業
を
煮
や
し
て
、
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法

(the
V
e
x
a
t
i
o
u
s
 A
c
t
i
o
n
s
 A
c
t
)
 
の
制
定
が
提
案
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
以

(
l
)

こ
の
法
律
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編
・
イ
ギ
リ
ス
最
高
法
院
法
・
イ
ギ
リ
ス
裁
判
所
侮
辱
法
(
-
九
八
四
年
九
月
二
五

日
、
法
曹
会
）
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
簡
単
な
文
献
に
は
、

R
o
b
i
n
W
h
i
t
e
,
 T
h
e
 S
u
p
r
e
m
e
 C
o
u
r
t
 A
c
t
 1
9
8
1
 (
1
9
8
1
,
 
S
w
e
e
t
 &
 M
a
x
w
e
l
l
)
 

ク

E
s
h
e
r
が
被
告
。

一
八
九
五
年
二
月
一
九
日
に
罰
則
付
き
召
喚
状

一
八
九
五
年
二
月
一
九
日
の
命
令
か
ら
の
控
訴
で
、

再
公
判

(
n
e
w
trial)
を
求
め
る
控
訴
。
控
訴
却
下
。
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ょ、
'
l
.
 

ろ
つ
こ
と

現
在
で
は
醜
聞
と
な
り
、

そ
の
よ
う
な
手
続
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
べ
き
時
が
到
来
し
た
。

不
幸
な
こ
と
は
、

「
想
像
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
基
づ
い
て
、

こ
の
法
の
趣
旨
に
つ
い
て
、

(
6
-

事
件
を
紹
介
し
つ
つ
、

九
六
年
八
月
二
四
日
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、

一
八
九
六
年
法

(
5
)
 

(
2
)
 

上
院

嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法

全
く
貨
任
の
な
い
人
に
、

(
H
o
u
s
e
 o
f
 L
o
r
d
s
)
 
の
第
二
読
会
で
、

完
全
に
悪
意
か
ら
す
る
嫌
が
ら
せ
訴
訟
を
提
起
す
る
と
い

大
法
官

（
ホ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
上
院
議
員
）

よ‘
,
1
 

(
1
9
8
4
,
 

S
w
e
e
t
 

及
び

D.B.
C
a
s
s
o
n
 a
n
d
 
I• 

H
.
 D
e
n
n
i
s
 ̀

 
M
o
d
e
r
n
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
s
 in the L
a
w
 of Civil 
P
r
o
c
e
d
u
r
e
 (
1
9
8
2
,
 
S
w
e
e
t
 &
 M
a
x
w
e
l
l
)
が
あ
る
。

最
も
詳
細
な
も
の
と
し
て
は
、
白
本
と
称
さ
れ
て
い
る

T
H
E
S
U
P
R
E
M
E
 C
O
U
R
T
 P
R
A
C
T
I
C
E
 1
9
8
5
 

V
O
L
U
M
E
 2
 

M
a
x
w
e
l
l
 a
n
d
 S
t
e
v
e
n
s
 &
 S
o
n
s
)
 
pp. 1
2
7
9ー

1
3
7
4

が
あ
る
。

こ
れ
は
不
当
応
訴
の
事
例
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
東
京
地
判
昭
和
五
四
・
一
・
ニ
八
（
判
例
時
報
九
六
一
号
九
一
頁
）
を
見
よ
。

(
3
)
不
当
訴
訟
・
不
当
応
訴
の
最
近
の
例
に
つ
い
て
は
、
三
谷
忠
之
「
判
例
回
顧
民
事
訴
訟
法
」
法
律
時
報
五
六
巻
一
一
号
(
-
九
八
四
年
五
杜
―

1
0日、

評
論
社
）
→
四
六
頁
以
下
、
•
;
．
谷
「
判
例
回
顧
民
事
訴
訟
法
」
法
時
五
七
巻
．
一
号
(
-
九
八
五
年
一
月
三

0
日
）
一
五
九
頁
以
下
参
照
。

(
4
)
訴
権
の
濫
用
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
判
例
体
系
（
第
こ
期
版
）
民
事
訴
訟
法

2
:
1
1
一
三
六
頁
以
下
参
照
。

H
a
n
s
a
r
d
,
 
Vol·XLII• 

H
o
u
s
e
 of Lords, cols. 1
4
1
0ー

1
4
1
2
.

も
っ
と
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
、

件
の
事
件
が
係
属
し
た
の
で
あ
る
。
後
述
〔

l
〕

R
e
 C
h
a
f
f
e
r
s
 (
1
8
9
7
)
 
1
3
 
T.L.R. 1
6
8

の
事
例
で
あ
る
。

t
h
e
 V
e
x
a
t
i
o
u
s
 A
c
t
i
o
n
s
 A
c
t
,
 1
8
9
6

と
し
て

Sl用
さ
れ
る
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法
が
成
立
し
た
の
は
、

そ
れ
以
前
の
も
の
も
含
め
る
と
、

＇ ノ‘

こ
れ
ら

前
述
し
た

一
八

四
八

日
本 Ro 
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イギリスにおける嫌がらせ訴訟禁止法について(1)(三谷）

と
述
べ
て
い
る
。

案
す
る
」

の
訴
訟
が
先
例
と
な
り
増
加
し
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
特
定
の
原
告
は
禁
反
言
で
禁
止
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
く

の
後
継
者
が
続
き
、
実
務
は
減
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
困
難
な
こ
と
は
、

止
め
、
同
時
に
、
真
に
不
服
の
あ
る
臣
民
に
よ
る
訴
訟
の
提
起
を
妨
げ
る
不
必
要
な
障
害
を
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
な
い
で
お
け
る
手

続
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
法
案
が
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
目
的
は
、
訴
え
ら
れ
る
人
に
対
す
る
保
護
で
あ
る
。
私
が
注
意
を

向
け
て
い
る
よ
う
な
事
例
の
場
合
に
は
、
評
決
は
被
告
有
利
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

士
に
説
明
す
る
た
め
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

勝
訴
す
る
け
れ
ど
も
、
自
ら
損
を
し
て
勝
訴
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
法
案
が
考
え
ら
れ
た
の
は
、

意
あ
る
嫌
が
ら
せ
訴
訟
に
耽
り
、
必
要
な
費
用
を
支
払
わ
な
い
者
の
行
為
が
法
務
長
官
の
目
に
と
ま
り
、
法
務
長
官
は
、

で
、
高
等
法
院
に
申
請
し
、

め
に
は
発
付
さ
れ
な
い
、

そ
の
後
、

ら
せ
訴
訟
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
。
…
…
法
案
の
目
的
は
、

七

こ
の
種
の
悪
意
あ
る
嫌
が
ら
せ
訴
訟
を
妨
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
悪

無
益
な
、
悪
意
か
ら
す
る
有
害
な
訴
訟
を

そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
被
告
が
防
御
し
弁
護

と
い
う
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
被
告
は

そ
の
よ
う
な
悪
意
か
ら
す
る
嫌
が

そ
の
裁
量

そ
の
た
め
に
高
等
法
院
で
得
ら
れ
る
許
可
な
し
に
は
、
将
来
い
か
な
る
令
状
も
そ
の
者
の
た

と
い
う
こ
と
が
、
法
案
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。
社
会
及
び
十
分
な
不
服
原
因
を
有
す
る
市
民
が
本

法
案
の
規
定
に
よ
っ
て
十
分
に
保
護
さ
れ
る
と
同
時
に
、
人
々
が
根
拠
の
な
い
嫌
が
ら
せ
手
続
と
そ
の
よ
う
な
手
続
に
伴
う
費
用
負

担
か
ら
保
護
さ
れ
る
べ
き
時
が
到
来
し
た
、
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
法
案
は
第
二
読
会
に
か
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
提

と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
一
連
の
事
件
に
お
け
る
被
告
は
、
全
て
公
務
員
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
法

務
長
官
の
目
に
も
と
ま
り
、
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法
の
よ
う
な
実
質
的
に
一
条
か
ら
な
る
法
案
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、

と
断
言
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
被
告
が
一
般
市
民
で
あ
る
な
ら
ば
、
果
た
し
て
法
律
ま
で
制
定
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
か
ど

6 -4 -565 (香法'87)



と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
体
、

い
て
そ
の
者
に
よ
っ
て
は
、

「
法
務
長
官
が
、
こ
の
法
律
に
従
っ
て
命
令
を
求
め
る
た
め
に
、
高
等
法
院
に
申
請
す
る
こ
と
は
合
法
で
あ
る
も
の
と
し
、
高
等
法

院
で
あ
れ
下
位
の
裁
判
所
に
招
い
て
で
あ
れ
、

合
理
的
根
拠
な
し
に
、
誰
か
あ
る
者
が
常
習
的
に
且
つ
執
拗
に
嫌
が
ら
せ
の
法
的
手
続
を
開
始
し
た
こ
と
を
法
務
長
官
が
高
等
法
院

に
確
信
さ
せ
る
場
合
に
は
、
高
等
法
院
は
、

そ
の
よ
う
な
者
を
審
尋
し
た
後
又
は
審
尋
の
機
会
を
与
え
た
後
、
そ
の
者
が
高
等
法
院

又
は
高
等
法
院
の
裁
判
官
の
許
可
を
得
て
、
高
等
法
院
又
は
裁
判
官
に
、
そ
の
よ
う
な
法
的
手
続
が
裁
判
所
過
程
の
濫
用
で
な
い
こ

と
及
び
そ
の
よ
う
な
手
続
を
進
め
る
一
応
の
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
高
等
法
院
又
は
他
の
裁
判
所
に
お

尋
し
て
、

ま
た
、
同
じ
者
に
対
し
て
で
あ
れ
異
な
る
者
に
対
し
て
で
あ
れ
、
手
続
を
開
始
す
る

い
か
な
る
法
的
手
続
も
、
開
始
し
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

こ
の
よ
う
な
法
律
に
よ
っ
て
ま
で
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
物
が
何
人
い
る
か
明
ら
か
で
な
い
が
、

要
件
は
か
な
り
厳
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
手
続
を
開
始
す
る
合
理
的
根
拠
」
が
な
い
こ
と
、
「
常
習
的
に
且
つ
執
拗
に
」

す
る
こ
と
、
「
嫌
が
ら
せ
の
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

ま
ず
法
務
長
官
が
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
更
に
、
当
該
人
物
を
審

そ
の
者
が
、
「
そ
の
よ
う
な
法
的
手
続
が
裁
判
所
過
程
の
濫
用
で
な
い
こ
と
」
及
び
「
そ
の
よ
う
な
手
続
を
進
め
る
一
応
の
根
拠

が
あ
る
こ
と
」
を
証
明
で
き
な
い
場
合
に
限
り
、
所
定
の
命
令
を
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(
7
)
 

う
か
疑
問
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
法
案
の
第
一
条
は
、

し
か
し
、

そ
の
効
果
は
絶
大
で
、
あ

ら
ゆ
る
裁
判
所
か
ら
の
排
除
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
効
果
を
考
え
れ
ば
、
要
件
が
厳
し
く
な
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

上
院
で
は
提
案
に
対
し
て
質
問
等
も
な
く
第
三
読
会
も
終
わ
っ
て
、
下
院

(
H
o
u
s
e
of C
o
m
m
o
n
s
)
 

(
8
)
 

下
院
で
の
第
二
読
会
に
お
い
て
、
法
務
長
官
が
、
法
案
に
つ
い
て
、

で
の
審
議
に
持
ち
込
ま
れ
た
。

「
数
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
濫
用
を
終
わ
ら
せ
る
。
あ
る
者
が
裁
判
所
を
渡
り
歩
き
、
大
法
官
、

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教

及
び
他
の
公
人
に
対
し
て
、
嫌
が
ら
せ
訴
訟
を
す
る
。
本
法
案
は
、
人
が
常
習
的
に
嫌
が
ら
せ
訴
訟
を
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
法
務

八
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イギリスにおける嫌がらせ訴訟禁止法について(I:)(_こ谷）

と
回
答
し
た
だ
け
で
、
時
限
立
法
の
提
案
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
法
務
長
官
が
、

け
通
用
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
が
同
意
す
れ
ば
、

-
0年
の
期
間
制
限
に
同
意
し
た
い
。
」

「
同
法
は
、

と
す
れ
ば
、
時
限
立
法
延
長
法
案
に
よ
っ
て
更
新
す
る
べ
き
で
あ
る
。
」

長
官
の
権
限
に
基
づ
い
て
、
手
続
を
制
限
す
る
命
令
を
だ
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
定
め
て
い
る
」

(
9
)
 

と
説
明
し
た
の
に
対
し
て
、

Mr.
T.M. H
E
A
L
Y
は
、
法
案
の
制
定
の
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
事
件
が
前
述
し
た
一
事
例
で
あ
る
こ
と
を
根

「
疑
い
も
な
く
重
大
な
濫
用
が
存
在
す
る
。

し
か
し
、

そ
れ
は
一
人
の
人
間
と
関
係
が
あ
る
だ
け
で
、

九

そ
の
者
も
永
久
に
は
生
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
〔
法
務
長
官
は
、
「
違
う
。
た
っ
た
一
人
だ
け
で
は
な
い
。
」
と
叫
ぶ
。
〕
訴
訟
を
提
起
す
る
臣
民
の
権
利
を
制
限
す
る

の
は
、
大
胆
な
命
令
で
あ
り
、
私
は
、
法
案
の
有
効
期
間
を
五
年
に
制
限
す
る
べ
き
で
あ
り
、

拠
に
、
時
限
立
法
に
す
る
べ
く
、

五
年
後
に
、

の
審
尋
後
に
、
高
等
法
院
が
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
予
防
措
置
で
十
分
で
あ
る
。
」

そ
の
法
律
が
望
ま
し
い

と
提
案
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
読
会
終
了
後
の
委
員
会
で
も
、

Mr.
L
e
w
i
s
が
、
法
律
の
有
効
期
間
の
制
限
を
定
め
る
新
規
定
の
導
入

(10) 

を
求
め
る
動
議
を
提
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、

一
九

0
七
年
の
終
了
ま
で
に
限
り
有
効
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
試
験
的
な
基
準
で
あ
り
、
実
際
、

五
年
間
だ

「
本
院
は
、
賢
明
に
も
そ
の
よ
う
な
期
間
制
限
を
採
用
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
々
は
合
理
的
に
行
動
す
る
つ
も
り
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
務
長
官
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
訴
訟
を
提
起
で
き
る
だ
け
で
あ
り
、
命
令
は
、
法
廷
弁
護
士

同
じ
委
員
会
の
場
に
お
い
て
、
提
案
さ
れ
て
い
る
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法
案
の
第
一
条
（
前
頁
参
照
）
の
削
除
の
動
議
が
提
出
さ
れ
た
。

(12) 

裁
判
所
は
臣
民
の
誰
も
が
平
等
に
利
用
で
き
る
、
と
い
う
の
が
中
心
の
反
対
意
見
で
あ
り
、

Mr.
J.F. O
S
W
A
L
D
は、
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「
本
法
案
は
、

し
、
し
か
も
、

イ
ギ
リ
ス
法
の
知
ら
な
い
原
則
を
立
て
て
い
る
。
女
王
の
特
定
の
臣
民
に
あ
ら
ゆ
る
裁
判
所
の
門
戸
を
実
際
に
閉
ざ

あ
る
個
人
が
手
続
を
起
こ
す
の
に
何
か
不
快
な
こ
と
を
し
た
故
に
、
門
戸
を
閉
ざ
す
法
案
が
提
出
さ
れ
た
の
は
、
議

会
の
歴
史
に
お
い
て
始
め
て
で
あ
る
。
裁
判
所
は
嫌
が
ら
せ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
手
続
を
停
止
さ
せ
る
権
限
を
既
に
有

し
て
い
る
。
私
は
官
僚
主
義
に
反
対
す
る
〔
笑
い
〕
。
そ
し
て
、
こ
の
国
の
人
民
に
代
わ
っ
て
、
法
務
長
官
が
、
彼
自
身
が
官
吏
で
あ

る
が
、
裁
判
所
に
来
て
、
女
王
の
臣
民
全
体
に
裁
判
所
の
門
戸
を
閉
ざ
す
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
定
め
る
法

案
に
反
対
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
臣
民
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
訴
訟
好
き
な
も
の
で
あ
る
。
〔
笑
い
〕
法
案
は
最
も
慎
重
に
考
慮
す

る
べ
き
で
あ
り
、
終
了
間
際
に
な
っ
た
会
期
の
最
後
に
な
っ
て
反
対
さ
れ
る
べ
き
は
法
案
で
は
な
い
。
裁
判
所
は
、
全
て
の
者
に
開

か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
法
案
は
、
現
実
に
は
、
高
等
法
院
の
裁
判
官
が
、
法
務
長
官
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
特
定
の
人
間
に
対
し
て

下
位
の
裁
判
所
の
門
戸
を
閉
ざ
す
権
限
を
有
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
申
請
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、

別
々
の
裁
判
所
に
な
す
べ
き
で
あ
る
。
公
的
正
義
と
い
う
第
一
の
原
則
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
全
て
に
平
等
に
開
か
れ
て
い
る
と
い

う
原
則
を
侵
害
す
る
故
に
、
本
条
に
反
対
で
あ
る
。
女
王
の
裁
判
所
は
公
的
な
裁
判
所
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
当
事
者
は
、

れ
に
自
由
に
且
つ
何
に
も
妨
げ
ら
れ
ず
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
条
は
濫
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
裁
判
所
は
、
既
に
、

簡
易
に
且
つ
廉
く
、
嫌
が
ら
せ
の
又
は
悪
意
の
あ
る
訴
訟
を
停
止
さ
せ
る
必
要
に
し
て
十
分
な
権
限
を
有
し
て
い
る
。
」

と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
動
議
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

(13) 

だ
が
、
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
に
よ
っ
て
、
費
用
を
自
分
で
負
担
で
き
な
い
貧
困
者
に
は
法
廷
弁
護
士
を
任
命
す
る
、

定
が
お
そ
ら
く
挿
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

Mr.
T.M. H
e
a
l
y
は、

そ

と
の
趣
旨
の
規

「
身
分
の
貴
い
人
々
が
攻
撃
さ
れ
、
迷
惑
を
か
け
ら
れ
る
ま
で
、
干
渉
す
る
こ
と
は
、
誰
の
心
に
も
浮
か
ば
な
い
。
そ
の
と
き
に
は
、

国
家
の
役
人
は
、
す
ぐ
に
保
護
を
与
え
る
た
め
に
干
渉
す
る
。
貧
困
者
は
、
顔
が
紫
色
に
な
る
ま
で
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ー

1
0
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イギリスにおける嫌がらせ訴訟禁止法について(I)(: 谷）

(12) 

二
条
か
ら
な
る
次
の
よ
う
な
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法
で
あ
る

(
5
9

&
 60
 Viet. C
.
 5
1
)

。

こ
の
法
律
に
従
っ
て
命
令
を
求
め
る
た
め
に
、
高
等
法
院
に
申
請
す
る
こ
と
は
合
法
で
あ
る
も
の
と
し
、
高

等
法
院
で
あ
れ
下
位
の
裁
判
所
に
お
い
て
で
あ
れ
、

す
る
合
理
的
根
拠
な
し
に
、
誰
か
あ
る
者
が
常
習
的
に
且
つ
執
拗
に
嫌
が
ら
せ
の
法
的
手
続
を
開
始
し
た
こ
と
を
法
務
長
官
が
高
等

法
院
に
確
信
さ
せ
る
場
合
に
は
、
高
等
法
院
は
、

法
廷
弁
護
士
を
任
命
し
て
か
ら
、

法
院
の
裁
判
官
の
許
可
を
得
て
、
高
等
法
院
又
は
裁
判
官
に
、
そ
の
よ
う
な
法
的
手
続
が
裁
判
所
過
程
の
濫
用
で
な
い
こ
と
及
び
そ

の
よ
う
な
手
続
を
進
め
る
一
応
の
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
高
等
法
院
又
は
他
の
裁
判
所
に
お
い
て
そ
の

「
1

法
務
長
官
が
、

そ
の
よ
う
な
者
を
審
尋
し
た
後
又
は
審
尋
の
機
会
を
与
え
た
後
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
立
し
た
の
が
、

とヽ

こ
れ
ま
た
皮
肉
っ
ぼ
い
批
判
を
し
て
い
る
。

決
し
て
庶
民
の
た
め
に
法
案
を
提
出
し
な
い
。
」

ー
〔
笑
い
〕
、
あ
ら
ゆ
る
種
穎
の
費
用
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
何
も
な
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
」

こ
の
数
年
間
に
、
国
民
は
、
国
民
の
義
務
と
し
て
保
護
さ
れ
る
人
々
に
関
し
て
、

と
答
弁
し
た
が
、
更
に
続
け
て
、

Mr.
T.M. H
e
a
l
y
は、

―
つ
の
階
級
立
法
で
あ
る
。

か
な
り
の
額
を
費

「
法
務
長
官
及
び
法
務
長
官
の
よ
う
な
公
務
員
は
、
保
護
の
必
要
な
ど
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
法
に
通
じ
て
お
り
、

た
く
さ
ん
の
お
金
を
も
っ
て
い
る
。
〔
笑
い
。
〕
こ
れ
は
、

望
は
な
い
。
そ
し
て
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
本
法
案
に
対
す
る
希

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
裁
判
所
過
程
の
濫
用
が
あ
れ
ば
、
裁
判
官
は
救
済
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
上
院
は
、

し
た
。
」

「
こ
れ
ら
の
手
続
に
よ
っ
て
、

と
皮
肉
っ
た
の
に
対
し
て
、
法
務
長
官
は
、

ま
た
、
同
じ
者
に
対
し
て
で
あ
れ
異
な
る
者
に
対
し
て
で
あ
れ
、
手
続
を
開
始

そ
の
よ
う
な
者
が
貧
困
の
た
め
法
廷
弁
護
士
を
雇
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は

そ
の
者
が
高
等
法
院
又
は
高
等

6
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1. —
-P

O
W

E
R

 O
F
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O
U
R
T
 T
O
 P
R
O
H
I
B
I
T
 I
N
S
T
I
T
U
T
I
O
N
 O
F
 A
C
T
I
O
N
 W
I
T
H
O
U
T
 L
E
A
 VE
.
 

It 
shall be lawful for the A

t
t
o
r
n
e
y
 General to apply to the H

i
g
h
 Court for a

n
 O
r
d
e
r
 un
der this Act, a

n
d
 if 
he satisfies the 

H
i
g
h
 Court that a

n
y
 person has habitually a

n
d
 persistently instituted vexatious legal proceedings without a

n
y
 reasonable 

g
r
o
u
n
d
 for instituting such proceedings, w

h
e
t
h
e
r
 in 
the 
H
i
g
h
 Court or 

a
n
y
 inferior Court, 

a
n
d
 w
h
e
t
h
e
r
 against the s

a
m
e
 

person or against different persons. the Court m
a
y
.
 after hearing such person or giving h

i
m
 a
n
 opportunity of being heard, 

order that n
o
 legal proceedings shall be instituted b

y
 that person in 

the H
i
g
h
 Court or a

n
y
 other Court, unless h

e
 obtains 

the leave of the H
i
g
h
 Court or s

o
m
e
 judge thereof, a

n
d
 satisfies the Court or J

u
d
g
e
 that such legal proceeding is 

not a
n
 abuse 



of the process of the Court, a
n
d
 that there is 

p
r
i
m
a
 facie g
r
o
u
n
d
 for such proceeding. 

Clause 2, 
E
X
T
E
N
T
 A
N
D
 S
H
O
R
T
 T
I
T
L
E
.
 

This A
c
t
 shall 
not apply to 

Scotland or Ireland. 
(1.) 

(2.) 

(oo) (o-,) 

(~
) 

（二）

(s:1) 
t!!!§ 
以
竺
'

This A
c
t
 m
a
y
 be cited 

as the Vexatious Actions Act, 
1896." 

Hansard, H
o
u
s
e
 of C
o
m
m
o
n
s
,
 8
 Au
g
u
s
t
 1896. 

Hansard, Vol. X
L
I
V
,
 H
o
u
s
e
 of C
o
m
m
o
n
s
.
 col. 
457. 

Hansard, Vol. X
L
I
V
,
 H
o
u
s
e
 of C
o
m
m
o
n
s
,
 cols. 
455-456. 

祀
Q
,
'
"
 f;!, 
.,;i) Q
や
-IQ
t-0゚

（ゆ111)(-）い＾えいり品ごT揺函苗ギ心芯簑巾｛ご沿リ-k(l牛}

It 
shall b
e
 lawful for the Attorney-General to apply to the H

i
g
h
 Court for a

n
 order under this Act, a

n
d
 if 
he satisfies 

the 
H
i
g
h
 Court 
that 
a
n
y
 
person 
has 
habitually 

a
n
d
 
persistently 

instituted 
vexatious 

legal 
proceedings 

without 
a
n
y
 

reasonable g
r
o
u
n
d
 for instituting such proceedings, w

h
e
t
h
e
r
 in 
the H
i
g
h
 Court or in 

a
n
y
 inferior court, a

n
d
 whether against 

"l. 

the s
a
m
e
 person or against different persons, the court m

a
y
,
 after hearing such person or giving h

i
m
 a
n
 opportunity of being 

heard, after assigning counsel in 
case such person is 

unable o
n
 account of poverty to 

retain 
counsel, 
order that n

o
 legal 

proceedings shall b
e
 instituted b

y
 that person in the H

i
g
h
 Court or a

n
y
 other court, unless he obtains the leave of the H

i
g
h
 

Court or s
o
m
e
 judge thereof, a

n
d
 satifies the court or judge that such legal proceeding is 

not a
n
 abuse of the process of the 

court, a
n
d
 that there is 

p
r
i
m
a
 facie g
r
o
u
n
d
 for such proceeding. 

Gazette. 

A
 c
o
p
y
 of such order shall 

be published in 
the L
o
n
d
o
n
 

2.-(1.) 

(2.) 

This A
c
t
 shall 
not extend to 

Scotland or Ireland. 

This A
c
t
 m
a
y
 b
e
 cited as the V

e
x
a
t
i
o
u
s
 Actions Act, 

1896." 

(~
) 
Hansard, Vol. X

L
I
V
,
 H
o
u
s
e
 of C
o
m
m
o
n
s
,
 col. 
456. 

(;:::;) 
+,!;'.:.:......)'! 
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母
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i
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旦
竺
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い
~

~!.2
習
庄
初

~i-0
匝
涸

lJIIIQ
the Vexatious Actions (Scotland) Act, 1898 

(61 
&
 62 Viet. 

C. 35)
芯
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i:::1......)
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こ
肉
゜
砦
以
;
'
.
!
~
拙
た
い
幻
J'I'0

"1. 
It 
shall b
e
 lawful for the L

o
r
d
 A
d
v
o
c
a
t
e
 to 
apply to either Division of the Inner H

o
u
s
e
 of the Court of Session for 

a
n
 order under this Act, 

a
n
d
 if 
h
e
 satisfies the Court that a

n
y
 person has habitually a

n
d
 persistently 

instituted vexatious 
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v-9 
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1
回

legal proceedings without a
n
y
 reasonable g

r
o
u
n
d
 for instituting such proceedings, w

h
e
t
h
e
r
 in 
the Court of Session or in 

a
n
y
 

inferior 
court. 
a
n
d
 w
h
e
t
h
e
r
 against 

the 
s
a
m
e
 person 
or 
against 
different 

persons, 
the 
court 
m
a
y
 order 
that 
n
o
 
legal 

proceedings shall b
e
 instituted b

y
 that person in 

the Court of Session or a
n
y
 other court unless h

e
 obtains the leave of the 

L
o
r
d
 Ordinary o

n
 the 
Bills 
in 
the Court of 

Session, 
h
a
v
i
n
g
 satisfied 

the L
o
r
d
 Ordinary that 

such legal 
proceeding is 

not 

vexatious. 
a
n
d
 that 
there 
is 
p
r
i
m
a
 facie 
g
r
o
u
n
d
 for 
such proceedings. 

A
 c
o
p
y
 of 
such 
order 
shall 
be 
published 

in 
the 

E
d
i
n
b
u
r
g
h
 Gazette. 

2. 
T
h
i
s
 A
c
t
 m
a
y
 b
e
 cited 
as the V
e
x
a
t
i
o
u
s
 Actions 

(Scotland) 
Act, 
1898." 
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Vexatious Actions A

c
t
 1896, w
h
i
c
h
 w
a
s
 replaced b

y
 s. 
51 
of J.A. 
1925 w
h
i
c
h
 extended the p

o
w
e
r
s
 of 

the Court to restrain a
 vexatious litigant f

r
o
m
 instituting a

n
y
 fresh legal proceedings or b

y
 the a
m
e
n
d
m
e
n
t
 introduced b

y
 

the J. 
(A.) .A. 
1959 f
r
o
m
 continuing a

n
y
 existing legal 

proceedings without the leave of the Court."
や

~r-0
゜

悩
心
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1
兵
I
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母
坦
8
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以
0
西
択
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益
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Q
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や
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゜

If, 
o
n
 a
n
 application m

a
d
e
 b
y
 the Attorney-General under this section, the H

i
g
h
 Court is 

satisfied that a
n
y
 person 

has habitually a
n
d
 persistently a

n
d
 without a

n
y
 reasonable g

r
o
u
n
d
 instituted vexatious legal proceedings, w

h
e
t
h
e
r
 in 
the 

"(1) 

H
i
g
h
 Court or in a

n
y
 other inferior court, a

n
d
 w
h
e
t
h
e
r
 against the s

a
m
e
 person or against different persons, the court m

a
y
,
 

after hearing that person or giving h
i
m
 a
n
 opportunity of being heard, order that n

o
 legal 
proceedings shall 

without the 

leave of the H
i
g
h
 Court or a

 judge thereof be instituted b
y
 h
i
m
 in 
a
n
y
 court, a
n
d
 such leave shall not be given unless the 

court or judge is 
satisfied that the proceedings are not a

n
 abuse of the process of the court a

n
d
 that there is 

p
r
i
m
a
 facie 

g
r
o
u
n
d
 for the proceedings. 

(2) 
If 
the person against w

h
o
m
 a
n
 order is 
sought under this section is 

unable o
n
 account of poverty to retain counsel, 

the 
H
i
g
h
 Court shall 

assign counsel to him. 

(3) 
A
 c
o
p
y
 of a
n
y
 order m
a
d
e
 under this section shall 

be published in 
the L
o
n
d
o
n
 Gazette." 

l
ば



右
の
よ
う
な
命
令
が
な
さ
れ
た
の
は
、
二
年
に
一
件
強
で
あ
る
。
最
近
は
、
数
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
関
心
あ
る
皆
さ
ん
は
御
存

．．．． 

知
の
よ
う
に
、
先
月
一

0
日
の
タ
イ
ム
ズ
に
、
首
席
裁
判
官
及
び
他
の
二
人
の
裁
判
官
が
審
尋
し
た
事
件
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ん
の
興
味
を
惹
く
か
も
し
れ
な
い
。

者
が
既
に
開
始
し
て
い
た
係
属
中
の
手
続
に
拡
張
さ
れ
な
い
。

＿
九
五
九
年
法

そ
の
後
、

一
九
五
九
年
五
月
一
四
日
に
成
立
し
た
改
正
法
は
、

t
h
e
S
u
p
r
e
m
e
 C
o
u
r
t
 o
f
 J
u
d
i
c
a
t
u
r
e
 
(
A
m
e
n
d
m
e
n
t
)
 A
c
t
,
 1
9
5
9
 

と
し
て
引
用
さ
れ
る
も
の
で
、

t
h
e
S
u
p
r
e
m
e
 C
o
u
r
t
 o
f
 J
u
d
i
c
a
t
u
r
e
 
(
C
o
n
s
o
l
i
d
a
t
i
o
n
)
 
A
c
t
,
 1
9
2
5

の
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
規
定
を

こ
の
立
法
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
の
は
、
嫌
が
ら
せ
訴
訟
当
事
者
に
よ
る
手
続
開
始
又
は
続
行
の
許
可
を
求
め
る
申
請
の
拒
否
命
令
に

対
す
る
控
訴
を
制
限
す
る
こ
と
と
、
嫌
が
ら
せ
訴
訟
当
事
者
で
あ
る
こ
と
の
宣
言
さ
れ
る
前
に
係
属
し
て
い
た
訴
訟
の
続
行
に
つ
い
て
も

改
正
法
の
提
案
理
由
に
つ
い
て
は
上
院
の
第
二
読
会
に
お
い
て
、

現
行
の
最
高
法
院
（
統
合
）
法
五
一
条
の

(16) 

L
o
r
d
 C
o
n
e
s
f
o
r
d
が、

と
い
う
こ
と
を
知
る
の
は
、
皆
さ

「
こ
の
制
定
法
規
定
は
、
高
等
法
院
の
固
有
の
管
轄
権
を
、
現
在
係
属
中
の
訴
訟
の
停
止

ば
か
り
で
な
く
、
同
じ
当
事
者
に
よ
る
新
た
な
民
事
手
続
の
提
起
の
禁
止
も
可
能
に
す
る
よ
う
に
、
不
真
面
目
な
又
は
嫌
が
ら
せ
の

こ
の
立
法
に
は
二
つ
の
欠
陥
又
は
欠
点
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
ず
第
一

に
、
本
条
の
下
で
命
令
が
な
さ
れ
た
後
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
手
続
開
始
の
許
可
が
拒
否
さ
れ
た
者
が
、
控
訴
法
院
へ
の
、
完
全
に
望

み
の
な
い
控
訴
等
々
を
す
る
の
を
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
二
に
、

右
の
よ
う
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
人
物
の
数
が
非
常
に
少
な
い
、

一
九
三
一
年
以
来
、
た
っ
た
一
三
件
の
命
令
が
な
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
だ
。
平
均
す
る
と
、

手
続
の
停
止
に
拡
張
し
て
い
る
。
経
験
に
よ
る
と
、

許
可
が
い
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。

改
正
す
る
だ
け
の
立
法
で
あ
っ
た

(
7

た
8

Eliz. 2
 
c. 
3
9
)

。

そ
の
後
に
嫌
が
ら
せ
訴
訟
当
事
者
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
る

一
六

6-4-574 (香法'87)



イギリスにおける嫌がらせ訴訟禁止法について(J:)(三谷）

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

本
条
の
下
で
、

そ
の
者
自
身
に
と
っ
て
何
ら
親
切
な
こ
と
で
は
な
い
、

一
七

本
法
案
が
目
指
し
て
い
る
一
―
つ
の
改
正
点
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
問
題
の
人
物
が
既
に
開
始
し
た
手
続

に
本
条
を
適
用
す
る
改
正
は
、
望
ま
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
公
判
ば
か
り
で
な
く
、
中
間
手
続
も

そ
の
よ
う
な
人
物
は
、
法
外
な
数
の
、
全
く
希
望
の
な
い
中
間
申
請
を
案
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
第
二
の
、
よ
り
大
き
な
改
正
は
、
（
彼
が
手
続
を
提
起
す
る
の
に
裁
判
官
の
許
可
を
得
る
こ
と
を
要
求
す
る
最
高
法
院
法
の

そ
の
よ
う
な
命
令
が
な
さ
れ
た
後
）
裁
判
官
の
決
定
を
終
局
的
な
も
の
に
す
る
、
と
い
う
改
正
で
あ
り
、
私
の
考
え

皆
さ
ん
が
自
由
を
不
必
要
に
抑
制
す
る
の
を
最
も
好
ま
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
私
は
、
結
論
と
し
て
三
つ
の
事

実
を
思
い
出
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
命
令
が
求
め
ら
れ
る
者
は
、
命
令
前
に
は
常
に
部
法
廷
の
面
前
で
法
廷
弁
護
士
に
よ
っ

て
代
理
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
、
命
令
が
な
さ
れ
る
と
、
そ
の
命
令
に
対
し
て
は
、
通
常
の
控
訴
が
で
き
る
等
々
。
第
三
に
、

裁
判
所
で
の
経
験
を
経
た
皆
さ
ん
が
既
に
御
存
知
の
よ
う
に
、
私
は
、
数
多
く
の
望
み
の
な
い
手
続
を
始
め
る
こ
と
を
許
す
の
は
、

と
皆
さ
ん
に
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
以
前
の
首
席
裁
判
官
で
あ

(18) 

る
L
o
r
d
A
l
v
e
r
s
t
o
n
e
は
、
本
条
の
下
に
お
け
る
初
期
に
報
告
さ
れ
た
事
件
の
―
つ
に
お
い
て
、
命
令
は
、
当
事
者
が
悩
ま
せ
る
可

能
性
の
あ
る
人
の
利
益
を
保
護
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
彼
自
身
の
時
間
と
財
産
の
浪
費
を
抑
え
る
こ
と
に
も
な
る
、
と
述
べ
て
い
た
。
」

(19) 

こ
の
説
明
に
対
し
て
は
反
対
の
意
見
も
修
正
の
動
議
も
な
く
、
原
案
通
り
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「

1

①

t
h
e
 S
u
p
r
e
m
e
 C
o
u
r
t
 of J
u
d
i
c
a
t
u
r
e
 
(Consolidation) 
A
c
t
,
 1
9
2
5の
竿R
五
一
冬
ご
項
〖
（
こ
れ
は
、
本
ん
宋
の
下

で
法
務
長
官
が
、
高
等
法
院
に
お
い
て
で
あ
れ
下
位
の
裁
判
所
に
お
い
て
で
あ
れ
、
ま
た
、
同
一
の
者
に
対
し
て
で
あ
れ
異
な
る
者

に
対
し
て
で
あ
れ
、
常
習
的
に
且
つ
執
拗
に
、

と
説
明
し
て
い
る
。

で
は
、
明
ら
か
に
望
ま
し
い
改
正
で
あ
る
。

そ
し
て
合
理
的
根
拠
な
し
に
、
誰
か
あ
る
者
が
嫌
が
ら
せ
訴
訟
の
法
的
手
続
を
開
始

6 -4 -575 (香法'87)
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）
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窓
や

~l-0
゜

ぼ
）
亜
以
竺
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ヒ
〇
帯
こ
や
母
心
゜

"1. 
ー
(1)
In 
subsection 

(1) 
of 
section 
fifty-one 

of the S
u
p
r
e
m
e
 Court of 

Judicature 
(Consolidation) 

Act, 
1925 
(which 

provides that 
if, 
o
n
 a
n
 application m

a
d
e
 b
y
 the Attorney General under that section, the H

i
g
h
 Court is 

satisfied that a
n
y
 

person has habitually a
n
d
 persistently a

n
d
 without a

n
y
 reasonable g

r
o
u
n
d
 instituted vexatious legal proceedings, w

h
e
t
h
e
r
 



in the H
i
g
h
 Court or in 

a
n
y
 inferior court. a

n
d
 w
h
e
t
h
e
r
 against the s

a
m
e
 person or against different persons, the court m

a
y
,
 

after hearing that person or giving h
i
m
 a
n
 opportunity of being heard, order that n

o
 legal 
proceedings shall 

without the 

leave of the H
i
g
h
 Court or a

 judge thereof be instituted b
y
 h
i
m
 in a
n
y
 court) after the w

o
r
d
s
 "and that a

n
y
 legal proceedings 

instituted 
b
y
 h
i
m
 in 
a
n
y
 court before the m

a
k
i
n
g
 of the order shall 

not be continued b
y
 h
i
m
 without such leave." 

In subsection 
(1) 
of section thirty-one of the said A

c
t
 of 
1925 
(which provides that 

n
o
 appeal shall 

lie 
in 
certain 

(2) 

cases) 
at 
the e
n
d
 there shall 

be a
d
d
e
d
 the following paragraph. that is 

to sa
y

~
 

"(/) 
f
r
o
m
 a
n
 order refusing leave for the institution or continuance of legal proceedings b

y
 a
 person w
h
o
 is 
the subject 

2. 

of a
n
 order for the time being in 

force under section fifty-one of this 
Act." 

T
h
i
s
 A
c
t
 m
a
y
 be cited 

as the S
u
p
r
e
m
e
 Court of Judicature 

(
A
m
e
n
d
m
e
n
t
)
 Act, 
1959." 
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ぎ
な
い
」

さ
て
、
数
少
な
い
が
、
公
表
さ
れ
た
事
件
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
第
一
は
、

t
h
e
 T
i
m
e
s
 L
a
w
 R
e
p
o
r
t
s
)
 
1
6
8

で
、
実
に
四
八
件
の
訴
訟
を
提
起
し
た
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法
を
制
定

す
る
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
事
件
で
あ
り
、

「
四
八
件
の
訴
訟
が
、
M
r
.
C
h
a
f
f
e
r
s
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
訴
訟
の
一
っ
と
し
て
M
r
.
C
h
a
f
f
 e
r
s
は
勝
訴
し
な
か
っ

た
し
、

ど
の
審
級
に
お
い
て
も
、
彼
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
た
費
用
を
支
払
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、

ズ
皇
太
子
、

〔

1
〕

R
e
 C
h
a
f
f
e
r
s
 (
1
8
9
7
)
 
1
3
 T
.
L
.
R
.
 

お
そ
ら
く
、
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法
の
適
用
第
一
号
で
あ
ろ
う
。
法
務
長
官
は
、

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
、
大
法
官
及
び
前
大
法
官
、
下
院
議
長
、
記
録
長
官
、
裁
判
官
…
…
、
大
英
博
物
館
理
事
、
大

蔵
省
事
務
弁
護
士
、
警
視
総
監
並
び
に
他
の
多
く
の
公
務
員
及
び
人
々
が
被
告
と
さ
れ
た
。
」

と
主
張
し
、
M
r
.
C
h
a
f
f
e
r
s
が
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法
に
い
う
「
常
習
的
に
且
つ
執
拗
に
嫌
が
ら
せ
の
法
的
手
続
を
開
始
し
た
」
者
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
M
r
.
C
h
a
f
f
e
r
s
の
法
廷
弁
護
士
は
、

ま
ず
、
法
の
遡
及
効
を
問
題
に
し
て
、

「
不
服
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
四
八
件
の
訴
訟
の
う
ち
四
七
件
は
、
命
令
が
求
め
ら
れ
て
い
る
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法
が
発
効
す
る
前

に
開
始
さ
れ
て
お
り
、
遡
及
効
が
あ
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
制
定
法
は
、
同
法
施
行
後
に
な
さ
れ
た
手
続
に
適
用
で
き
る
に
す

と
主
張
し
、
各
訴
訟
が
合
理
的
な
根
拠
が
な
い
か
ど
う
か
に
関
し
て
、
更
に
、

「
法
務
長
官
の
申
請
が
通
る
た
め
に
は
、
法
務
長
官
は
、
提
起
さ
れ
た
訴
訟
が
同
じ
争
点
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
及
び
そ
れ
ら
が
何

の
役
に
も
立
た
な
い
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
M
r
.
C
h
a
f
f
 e
r
s
の
訴
訟
は
、
①
議
会
に
請
願
す
る
権
利
を
実
現
す
る
た

め
の
試
み
、
②
彼
の
占
有
下
に
あ
る
一
定
の
法
的
書
類
を
コ
ピ
ー
し
て
渡
し
た
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
の
支
払
請
求
、
③
裁
判
過
程
を
覆

す
共
謀
を
証
明
す
る
試
み
及
び
山
大
英
博
物
館
か
ら
排
除
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
救
済
を
受
け
る
た
め
に
取
る
手
段
に
関
す
る
も
の

二

0

ウ
ェ
イ
ル (II 

6
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イギリスにおける嫌がらせ訴訟禁止法について（・日（三谷）

の
意
味
に
お
い
て
嫌
が
ら
せ
で
あ
る
、

と
は
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

一
般
的
性
格
及

こ
の
主
張
は

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
訴
訟
の
ど
れ
も
、
彼
が
提
起
し
た
先
行
の
訴
訟
に
お
け
る
争
点
と
一
致
し
て
審
理
す
べ
き

争
点
は
な
く
、

と
主
張
し
た
。

そ
れ
ら
の
全
て
に
、
審
理
す
る
べ
き
資
格
を
有
し
て
い
る
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
訟
は
、
同
法

以
上
の
主
張
に
対
し
て
、

W
r
i
g
h
t

`
 

J
.
 
は
、
法
務
長
官
の
申
請
を
認
め
、
同
法
の
命
令
を
発
す
る
に
際
し
、
遡
及
効
の
点
に
関
し
て
は
、

「
同
法
の
前
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
と
同
法
の
後
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
と
の
区
別
は
、
同
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
不
服
あ

る
者
の
行
為
が
同
法
前
の
行
為
で
あ
る
場
合
を
含
ま
な
い
よ
う
に
同
法
の
範
囲
を
制
限
す
る
理
由
は
原
則
と
し
て
存
し
な
い
。
」

と
判
示
し
て
、
右
論
点
の
主
張
を
排
斥
し
、
訴
訟
間
の
関
係
に
関
す
る
主
張
も
排
斥
す
る
べ
く
、

「
訴
訟
の
一
般
的
な
性
格
及
び
結
果
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
嫌
が
ら
せ
の
性
格
を
有
す
る
大
量
の
訴
訟
が
な
さ
れ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

明
ら
か
で
あ
る
。

四
八
件
の
訴
訟
の
う
ち
四
七
件
が
敗
訴
し
、
命
じ
ら
れ
た
費
用
の
ど
れ
も
支
払
わ
な
か
っ
た
こ
と
は

そ
の
こ
と
は
そ
れ
ら
の
訴
訟
が
法
律
上
嫌
が
ら
せ
で
あ
る
、

と
判
示
し
て
い
る
。
更
に
、
最
後
に
、
「
本
件
が
同
法
の
範
囲
内
に
な
い
と
す
れ
ば
、

と
い
う
推
論
を
強
化
す
る
。
」

い
か
な
る
事
件
も
決
し
て
同
法
の
範
囲
内
に
入
り
え

な
い
。
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
こ
の
、
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法
の
下
に
お
け
る
命
令
に
対
し
て
、

M
r
.
C
h
a
f
f
e
r
s
は
更
に
控
訴
し
た
が
、

控
訴
は
却
下
さ
れ
て
い
る
。
控
訴
審
で
、

M
r
.
C
h
a
f
f
 er
s
が
、
「
同
法
は
圧
制
的
で
あ
り
、
憲
法
に
さ
え
反
し
て
い
る
。
同
法
は
私
自
身
を

狙
っ
て
お
り
、
私
は
、
裁
判
所
へ
の
自
由
な
る
接
近
を
妨
げ
ら
れ
る
唯
一
の
人
間
で
あ
る
。
」
と
不
満
を
表
明
し
て
い
る
が
、

全
く
相
手
に
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
事
件
に
お
い
て
明
確
に
さ
れ
た
の
は
、
嫌
が
ら
せ
訴
訟
禁
止
法
の
下
に
お
け
る
命
令
を
す
る
に
は
、
手
続
の
数
、

び
結
果
を
検
討
し
、
各
手
続
だ
け
を
見
れ
ば
手
続
に
合
理
的
な
根
拠
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
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て
、
主
事
が
却
下
し
た
。
」

次
の
事
件
〔
2
〕

R
e
 

一
ポ
ン
ド
、

で
あ
る
。

〔

4
|
a〕
や

〔

5
〕

J
o
n
e
s
 
(
1
9
0
2
)
 

て
明
渡
し
の
通
知
書
を
送
達
し
た
。
彼
は
、

T.L.R. 

書
の
宣
誓
供
述
書
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

こ
れ
と
し

と
述
べ
て
、
訴
訟
手
続
を
と
っ
た
。
彼
が
始
め
た

そ
し
て
、
組
合
は
銀
行
に
少
し
し
か
お
金
を
預

と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
は
、

こ
の
規
定
を
利
用
す
る
こ
と
を

4
7
6

は
、
訴
訟
と
し
て
は
五
件
だ
け
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ

t
h
e

W
e
l
l
i
n
g
b
o
r
o
u
g
h
 P
e
r
m
a
n
e
n
t
 A
l
l
o
t
m
e
n
t
s
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
と
い
う
土
地
関
係
の
組
合
の
構
成
員
が
被
告
と
さ
れ
て
い
た
。
組
合
の
秘

「
組
合
は
、

t
h
e
Industrial 
a
n
d
 P
r
o
v
i
d
e
n
t
 Societies A
c
t
,
 1
8
7
6

の
規
定
に
従
っ
て
登
録
さ
れ
、
農
業
家
、
園
芸
家
及
び
酪

農
家
の
事
業
を
営
み
、
上
地
を
売
買
す
る
目
的
で
組
織
さ
れ
た
。

J
o
n
e
s
は
組
合
の
構
成
員
で
あ
り
、

-
0
シ
リ
ン
グ
の
賃
料
で
菜
園
の
所
有
者
に
な
っ
た
。
彼
が
賃
料
を
支
払
わ
な
く
な
っ
た
の
で
、
組
合
は
、
彼
に
対
し

そ
の
土
地
を
明
け
渡
す
こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
、
委
員
会
は
、
彼
に
対
し
て
不
動
産
回

復
手
続

(
p
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
for e
j
e
c
t
m
e
n
t
)
 

状

(a
w
a
r
r
a
n
t
 for ejection) 

を
始
め
、
占
有
命
令
を
獲
得
し
た
。

J
o
n
e
s
は
そ
の
命
令
に
従
わ
ず
、
不
動
産
回
復
令

が
獲
得
さ
れ
て
、
土
地
の
占
有
が
な
さ
れ
た
。
組
合
は
土
地
の
区
画
を
耕
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、

J
o
n
e
s
は
そ
こ
に
入
り
込
み
、
故
意
に
損
害
を
与
え
た
。
こ
の
た
め
、
彼
は
出
頭
を
命
じ
ら
れ
、
七
日
間
投
獄
を
命
じ
ら
れ
た
。
組
合

規
則
に
は
、
構
成
員
間
の
紛
争
の
解
決
は
仲
裁
に
よ
っ
て
行
う
、

拒
否
し
、
彼
に
は
何
も
な
い
か
ら
、
訴
訟
手
続
を
と
っ
て
も
彼
は
何
も
失
わ
な
い
、

け
て
い
な
い
か
ら
、
組
合
に
そ
の
金
を
消
費
さ
せ
て
、
組
合
を
破
産
さ
せ
よ
う
、

全
て
の
訴
訟
に
お
い
て
、

J
o
n
e
s
は
、
組
合
の
委
員
を
個
別
的
に
取
り
扱
い
、
訴
訟
を
防
御
す
る
の
に
九

0
ポ
ン
ド
の
費
用
を
使
わ
せ

た
。
彼
は
全
部
で
五
つ
の
訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
全
て
が
停
止
さ
れ
、
最
後
の
一
件
は
不
真
面
目
で
且
つ
嫌
が
ら
せ
で
あ
る
、

と
い
う
事
実
関
係
が
判
明
し
た
。
右
の
文
中
に
お
け
る
停
止
と
却
下
は
、
裁
判
所
の
固
有
の
管
轄
権
の
行
使
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
後
述
の

1
8
 

一
年
に
つ
き
、

一
エ
ー
カ
ー
、

の
判
例
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
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イギリスにおける嫌がらせ訴訟禁止法について(J::)(三谷）

に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は
、

(20) 

R
u
l
e
s
 of t
h
e
 S
u
p
r
e
m
e
 C
o
u
r
t
,
 0
 
• 
1
8
,
 

r. 
1
9

に
も
担
字
疋
さ
れ
て
い
る
。

「J
o
n
e
s
は
、
最
初
の
訴
訟
を
開
始
し
た
と
き
に
は
六
ヶ
月
以
上
前
に
構
成
員
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て
お
り
、
組
合
の
規
則
に
よ
る
仲

裁
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
故
に
、
仲
裁
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
委
員
会
の
構
成
員
に
対
し
て
別
々
に
訴
訟
を

提
起
し
た
と
い
う
事
実
は
、
嫌
が
ら
せ
手
続
を
意
味
し
な
い
。
」

「
自
分
に
送
達
さ
れ
た
通
知
書
は
そ
の
後
撤
回
さ
れ
、

し
た
が
っ
て
、
借
地
の
占
有
を
再
開
で
き
る
資
格
が
あ
り
、
予
め
賃
料
を
支

し
か
し
、
裁
判
所
は
、
法
務
長
官
の
申
請
を
認
め
た
。
訴
訟
が
五
件
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
追
加
的
な
事
情
を
考
慮
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、

L
o
r
d
A
l
v
e
r
s
t
o
n
e
,
 C.J. は
、
貧
困
な
人
々
の
時
間
と
お
金
の
浪
費
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
り
、

「
本
件
は
、
疑
い
も
な
く
限
界
に
近
い
。
同
法
は
極
め
て
有
益
な
法
律
で
あ
り
、
疑
い
も
な
く
、
人
が
他
人
を
悩
ま
せ
る
の
を
妨
げ
、

他
人
の
お
金
を
浪
費
す
る
こ
と
を
も
妨
げ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
件
の
よ
う
に
訴
訟
の
数
が
少
な
い
場
合
に
、
同
法

の
命
令
を
す
る
の
は
、
例
外
的
な
事
情
が
あ
る
と
き
だ
け
で
あ
る
が
、
命
令
を
す
る
べ
き
付
加
的
な
事
情
が
あ
る
。
訴
訟
の
被
告
は
、

全
員
が
原
告
と
同
じ
生
活
ラ
ン
ク
に
あ
る
人
々
、
す
な
わ
ち
、
身
分
の
低
い

(
h
u
m
b
l
e
position)
人
々
で
あ
る
。
原
告
は
、

五
つ

の
令
状
を
発
付
し
、
同
じ
対
象
に
関
し
て
五
つ
の
請
求
の
陳
述
書
を
提
出
し
た
。

は
、
不
真
面
目
な
且
つ
嫌
が
ら
せ
の
訴
訟
と
し
て
却
下
さ
れ
た
。
組
合
の
秘
書
に
よ
る
宣
誓
供
述
書
に
も
陳
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

原
告
は
、
自
分
に
資
産
が
な
く
、
組
合
の
金
を
浪
費
さ
せ
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
な
さ
れ
る
命
令
の
効
果
が
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

払
っ
て
い
た
の
で
、

一九

0
0年
五
月
ま
で
占
有
す
る
資
格
が
あ
る
。
」

と
述
べ
、

J
o
n
e
s
の
宣
誓
供
述
書
に
よ
れ
ば
、

以
上
の
事
実
に
対
し
て
、

J
o
n
e
s
側
は
、

三

こ
れ
ら
の
訴
訟
は
全
て
停
止
さ
れ
、
最
後
の
訴
訟
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借
地
権
等
々
の
補
償
と
し
て
、
莫
大
な
額
を
請
求
し
て
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
訴
訟
は
全
て
却
下
さ
れ
、

そ
の
幾
つ

一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
の
一

0
年
間
に
、

た
が
、
地
主
か
ら
の
明
渡
し
の
通
知
書
に
基
づ
い
て
、

一
九
―
―
一
年
に
そ
の
地
を
離
れ
た
。

一
九
―
―
―
―
年
に
は
、
騒
動
の
補
償
金
と
し
て

次
の
二
件
は
、

／九一
1

五
年
法
の
下
で
の
事
件
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
法
務
長
官
の
申
請
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

費
の
阻
止
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
観
点
は
、

（
二
の
三
参
照
）
。

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
本
件
で
、

何
を
意
味
す
る
か
？

要
す
る
に
原
告
が
手
続
を
と
る
こ
と
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
命
令
を
出
す
の
に
た
め
ら
っ
て
長
く
掛
か
る
で
あ
ろ
う
。

か
し
、
同
法
の
下
で
の
事
件
の
一
っ
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

そ
の
命
令
の
唯
一
の
効
果
は
、
原
告
が
、
新
た
な
手
続
を
始

め
る
前
に
、
高
等
法
院
の
裁
判
官
の
許
可
又
は
高
等
法
院
自
身
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

し

そ
れ
は
完
全
に
公
平
な
裁
判
官
が
原
告
の
論
拠
に
関
す
る
原
告
の
陳
述
を
検
討
し
、
原
告
が
手
続
を
進
め
る

こ
と
を
許
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
原
告
が
そ
う
す
る
た
め
の
許
可
を
与
え
る
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
同
じ
対
象
に
関
し
て
他
の
多
く
の
手
続
が
と
ら
れ
、

と
お
金
を
浪
費
し
、
他
の
人
々
に
お
金
を
使
わ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
」

三
ニ
ポ
ン
ド
を
異
議
を
申
し
述
べ
な
が
ら
受
け
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

H
u
t
c
h
i
n
s
o
n
側
は
、
事
実
を
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
、

当
な
訴
訟
を
州
裁
判
所
に
提
起
し
た
い
場
合
に
は
、

-
0件
の
訴
訟
を
開
始
し
た
。

そ
う
す
れ
ば
、
原
告
は
自
分
の
時
間

と
理
由
づ
け
て
、
法
務
長
官
の
申
請
を
認
め
て
、
命
令
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
追
加
的
事
情
と
し
て
、
貧
困
な
人
々
の
時
間
と
お
金
の
浪

一
九
五
九
年
改
正
法
の
提
案
理
由
の
根
拠
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る

〔

3
〕

R
e
 H
u
t
c
h
i
n
s
o
n
 [
1
9
2
9
]
 W• 

N
.
 (
=
t
h
e
\
\

ぶ
~
e
k
l
y
N
o
t
e
s
)
 1
0
2

に
お
い
て
は
、
命
令
を
受
け
た
者
は
農
地
の
借
地
人
で
あ
っ

か
は
、
不
真
面
目
で
且
つ
嫌
が
ら
せ
で
あ
る
と
し
て
却
下
さ
れ
た
。
し
か
も
、
費
用
は
全
く
支
払
わ
な
か
っ
た
、

と
述
べ
た
が
、
命
令
は
、

L
o
r
d
S
a
v
i
l
e
に
対
す
る
手
続
だ
け
に
適
用
す
る
よ

う
に
制
限
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
争
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
資
産
が
少
な
い
の
で
、

L
o
r
d
S
a
v
i
l
e
以
外
の
誰
か
に
対
し
て
完
全
に
正

も
し
高
等
法
院
の
許
可
を
得
る
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
ま
で
来
る
費
用
を
負
担
し
な
け
れ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

ニ
四

6 -4 -582 (香法'87)



イギリスにおける嫌がらせ訴訟禁止法について国（三谷）

許
可
を
求
め
る
申
請
は
、

③
 

法
務
長
官
の
申
請
を
認
め
る
に
際
し
、

「
同
法
の
下
に
お
け
る
命
令
を

L
o
r
d
Savile
に
対
す
る
手
続
だ
け
に
適
用
を
制
限
す
る
よ
う
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
制
定
法
は
、

そ
の
よ
う
な
命
令
を
許
し
て
い
な
い
か
予
想
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、

こ
の
事
件
で
は
、
要
す
る
に
、
本
条
の
下
に
お
け
る
命
令
は
、
特
定
の
者
に
対
す
る
手
続
だ
け
に
適
用
す
る
よ
う
制
限
す
る
こ
と
が
で

〔

4
|
a〕一九
三
五
年
七
月
一

て
、
損
害
賠
償
を
求
め
る
令
状
を
発
布
し
た
。

求
め
、

一
九
三
八
年
三
月
一

0
日
に
、
控
訴
は
却
下
さ
れ
、
貴
族
院
へ
の
控
訴
の
許
可
も
拒
否
さ
れ
た
。

一
九
三
八
年
六
月
二
日
に
、

V
e
r
n
a
z
z
a
は
、
①
と
同
じ
会
社
を
相
手
に
、
大
法
官
部
に
お
い
て
、

Swift,
J
.
 

の
判
決
の
取
消
し
を

共
謀
又
は
詐
欺
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
令
状
を
発
付
し
た
。
同
年
一

更
に
、

訴
訟
で
あ
る
と
し
て
、
却
下
を
命
じ
た
。

②
 

訴
し
た
が
、

①
 

R
e
 V
e
r
n
a
z
z
a
 [
1
9
5
9
]
 
2
 
All E. R. 2
0
0

の
事
件
は
、

一
日
に
、

V
e
r
n
a
z
z
a
は、

一
月
一
日
に
、

二
五 (the 

Farwell, J
.
 

は
、
嫌
が
ら
せ

L
o
r
d
 H
e
w
a
r
t
,
 C.J. は
、
右
の
点
に
関
し
て
は
、

一
九
五
九
年
改
正
法
提
案
の
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
。

B
a
b
u
r
i
z
z
a
 &
 Co.,Ltd. を
相
手
に
、
契
約
違
反
又
は
違
法
解
雇
を
理
由
と
し

一
九
三
七
年
六
月
一
六
日
に
、

Swift,
J
.
 
が
被
告
有
利
の
判
決
を
し
た
。

V
e
r
n
a
z
z
a
は
控

V
e
r
n
a
z
z
a
は
、
新
た
な
請
求
の
陳
述
書
を
交
付
し
、
複
数
の
請
求
の
う
ち
、
質
問
書

(interrogatories)
を
交
付
す
る

一
九
三
九
年
―
二
月
一
九
日
に
、

法
院
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
、
貴
族
院
へ
の
控
訴
の
許
可
は
拒
否
さ
れ
、
控
訴
す
る
許
可
を
求
め
る
貴
族
院
控
訴
委
員
会

き
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

と
、
簡
単
に
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

ヽ
~
゜

な

し

」

ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
極
め
て
難
儀
で
あ
る
、

Farwell, J. 
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
た
。
こ
の
命
令
に
対
す
る
控
訴
は
、
高
等

と
述
べ
て
い
る
。

A
p
p
e
a
l
s
 

し
た
が
っ
て
、
同
条
項
に
従
う
命
令
を
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
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⑦
 

通
知
書
又
は
修
正
通
知
書
を
送
達
し
た
。

が
出
る
ま
で
の
間
、
停
止
さ
れ
た
。

⑥
 

が
、
拒
否
さ
れ
た
。

同
会
社
は
、

判
所
過
程
の
濫
用
で
あ
る
、

と
し
て
却
下
さ
れ
た
。

⑤
 

出
さ
れ
、

七
月
二
四
日
）
。

④
 

一
九
五
七
年
一

0
月
八
日
に
は
、
訴
訟
遂
行
の
欠
如
を
理
由
と
す
る
、
②
の
訴
訟
却
下
の
召
喚
状
が
、
H
a
r
m
a
n
,
J. 
の
面
前
に
提

そ
の
訴
訟
は
、
V
e
r
n
a
z
z
a
欠
席
の
ま
ま
却
下
さ
れ
た
。
こ
の
命
令
に
対
し
て
は
、
③
と
同
じ
結
果
に
終
わ
っ
た
(
-
九
五
八
年

一
九
五
八
年
七
月
二
四
日
に
、

V
e
r
n
a
z
z
a
は
、
同
会
社
を
相
手
に
、
①
の
S
w
i
f
t
,
J. 
の
判
決
の
取
消
し
を
求
め
て
、
大
法
官
部

に
お
い
て
訴
訟
を
始
め
た
。
こ
の
訴
訟
は
、
同
年
―
二
月
―
二
日
に
、
W
y
n
n
,
 
Parry, J. 
に
よ
り
、
不
真
面
目
で
且
つ
嫌
が
ら
せ
で
、
裁

一
九
三
七
年
に
任
意
清
算
に
入
り
、
V
e
r
n
a
z
z
a
は
、
①
で
請
求
し
た
金
銭
債
務
に
つ
い
て
の
証
拠
書
類
を
提
出
し
た

一
九
三
八
年
に
、
V
e
r
n
a
z
z
a
は
、
自
己
の
証
拠
書
類
が
許
さ
れ
る
旨
の
命
令
を
求
め
る
召
喚
状
を
発
付
し
、
そ
の
後
、

同
年
に
、
清
算
人
に
対
し
て
職
権
濫
用
召
喚
状
を
発
付
し
た
。
後
者
の
召
喚
状
に
つ
い
て
は
、
大
法
官
部
に
お
け
る
最
初
の
訴
訟
の
結
果

の
召
喚
状
す
べ
て
が
、

一
九
五
八
年
に
は
、
同
会
社
の
清
算
人
の
解
任
を
要
求
す
る
第
三
の
召
喚
状
を
発
付
し
た
が
、
三
つ

Vaisey, J
.
 

に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
た
。

一
九
五
―
一
年
と
一
九
五
―
―
―
年
に
、
V
e
r
n
a
z
z
a
は
、
故
人
で
あ
る
P
e
t
r
i
n
o
v
i
e
の
遺
言
の
管
理
の
た
め
の
非
訟
手
続
に
お
い
て
、
ニ

通
の
予
告
書
を
登
録
し
、

一
九
五
九
年
一
月
に
は
、
V
e
r
n
a
z
z
a
は
、
控
訴
法
院
へ
の
控
訴
の
三
通
の

1

九
五
七
年
に
は
、
故
人
の
代
表
管
理
社
で
あ
る
会
社
を
相
手
に
、
大
法
官
部
に
お
い
て
、
令
状
を
発
付
し
た
。

こ
れ
ら
の
手
続
は
す
べ
て
、

V
e
r
n
a
z
z
a
の
①
に
お
け
る
請
求
に
関
す
る
も
の
で
、
故
人
は
、
清
算
会
社
の
会
長
で
、
保
証
人
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

V
e
r
n
a
z
z
a
は
、
最
初
の
大
法
官
部
で
の
訴
訟
（
上
記
②
）
以
外
に
は
、
請
求
の
陳
述
書

又
は
他
の
召
喚
令
状
に
は
、
各
審
級
に
お
い
て
、
訴
訟
原
因
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
か
ら
、
嫌
が
ら
せ
と
は
言
え
な
い
、

C
o
m
m
i
t
t
e
e
 of the H
o
u
s
e
 of L
o
r
d
s
)
 
へ
の
請
願
も
拒
否
さ
れ
た
。

と
争
っ
た
。

二
六
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B
.
1
9
7

で
あ
る
。
控
訴
し
て
間
も
な
く
、
翌
月
の
一
四
日
に
、

二
七

一
九
五
九
年
改
正
法
が
成
立
し
た
。
そ
こ
で
、
法
務
長
官
は
、

一
九
五
九

そ
し
て
、

件
も
、
紛
争
全
体
を
眺
め
て
考
慮
す
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

―
つ
の
事

と
述
べ
て
い
る
。

が
で
き
る
。
」
こ
の
見
解
は
、

王
座
部
の

L
o
r
d
P
a
r
k
e
r
 `
 
C.J. は
、
右
の
主
張
は
間
違
っ
て
い
る
、

と
し
て
、

「
手
続
が
嫌
が
ら
せ
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
と
き
に
は
、
事
項
の
全
歴
史
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
、

史
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

で
は
な
い
。
事
実
、

年
法
に
従
っ
て
、
第
一
審
の
命
令
に
、

ま
た
、
事
件
の
全
歴

そ
れ
は
、
準
備
書
面
で
訴
訟
の
形
式
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の

そ
れ
は
、
準
備
書
面
を
削
除
す
る
申
請
が
な
さ
れ
る
と
き
に
、
裁
判
所
の
規
則
の
下
で
適
用
さ
れ
る
原
則
で
あ

る
。
準
備
書
面
が
合
法
で
あ
る
と
し
て
も
、
裁
判
所
は
、
事
項
の
全
歴
史
に
関
す
る
宣
誓
供
述
書
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
固
有

の
管
轄
権
を
有
し
て
お
り
、
歴
史
か
ら
見
て
、

も
し
訴
訟
が
嫌
が
ら
せ
訴
訟
で
あ
れ
ば
、
事
項
を
削
除
し
、
訴
訟
を
却
下
す
る
こ
と

〔
l
〕
の
見
解
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
嫌
が
ら
せ
訴
訟
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
に

際
し
て
は
、
各
個
別
の
事
件
を
そ
れ
だ
け
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
は
間
違
い
で
あ
る
、

一
九
五
九
年
四
月
九
日
に
、
高
等
法
院
は
、

s.
5
1
 (
1
)
 
0
 f
 th
e
 S
u
p
r
e
m
e
 C
o
u
r
t
 o
f
 J
u
d
i
c
a
t
u
r
e
 (
C
o
n
s
o
l
i
d
a
t
i
o
n
)
 
A
c
t
,
 

1
9
2
5

に
従
っ
て
、
命
令
を
だ
し
た
。
こ
の
命
令
に
対
し
、

V
e
r
n
a
z
z
a
は
控
訴
し
た
。
そ
れ
が
〔

4
_
b
〕
R
e
 V
e
r
n
a
z
z
a
 [
1
9
6
0
]
 
1
 Q
.
 

V
e
r
n
a
z
z
a
に
よ
っ
て
未
だ
続
け
ら
れ
て
い
る
手
続
の
続
行
禁
止
も
挿
入
す
る
よ
う
求
め
た
。

V
e
r
n
a
z
z
a
の
た
め
に
、
A
r
t
h
e
r
B
a
笞
all
は
、
ま
ず
、
一
九
二
五
年
法
五
一
条
一
項
に
い
う
「
法
的
手
続
を
…
…
開
始
し
た
(instituted

・
:
 legal p
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
)
」

の
意
味
を
問
題
に
し
て
、

法
的
手
続
を
開
始
し
た
と
い
う
表
現
は
、
「
実
体
的
救
済
方
法
を
求
め
る
段
階
又
は
令
状
若
し
く
は
訴
訟
開
始
召
喚
状
の
よ
う
な
訴
訟

開
始
手
続
に
よ
っ
て
別
々
の
訴
訟
原
因
を
主
張
す
る
段
階
を
踏
む
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
論
拠
、
数
及
び
表
題
を
与
え
る
最
初
の
段
階
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は
困
難
で
、

と
い
う
こ
と
を
確
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

裁
判
所
は
、
手
続
の
開
始
が

『
常
習
的
か
つ
執
拗
で
』
あ
っ
た

こ
れ
ら
の
言
葉
の
意
味
の
違
い
を
見
つ
け
だ
す
こ
と

「
訴
訟
は
全
て
人
を
悩
ま
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、

既
に
進
行
し
て
い
る
手
続
の
遂
行
を
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
」

『
活
動
を
始
め
さ
せ
る
こ
と

(setting t
h
e
 ball rolling)
』
を
意
味
す
る
よ
う
狭

く
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る
。
指
図
を
求
め
る
又
は
開
示
を
求
め
る
召
喚
状
、
質
問
の
執
行

(the

r
o
g
a
t
o
r
i
e
s
)
、
新
た
な
被
告
又
は
新
た
な
訴
訟
理
由
の
追
加
、
主
た
る
訴
訟
に
従
属
す
る
又
は
現
状
を
維
持
す
る
た
め
の
中
間
段
階
、

そ
し
て
、
控
訴
法
院
へ
の
控
訴
又
は
貴
族
院
へ
の
控
訴
許
可
の
請
願
は
、
右
の
よ
う
な
狭
い
解
釈
に
よ
れ
ば
、
既
に
開
始
さ
れ
た
手

も
し
そ
れ
が
正
し
い
解
釈
と
す
れ
ば
、
第
五
一
条
一
項
は
、
裁
判
所
が
、
訴
訟
当
事
者
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
別
々
の
各
手
続
を

考
察
し
、
同
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
前
提
条
件
す
べ
て
を
満
足
さ
せ
る
も
の
を
そ
れ
か
ら
選
ぶ
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一

に
、
裁
判
所
は
、
手
続
の
開
始
だ
け
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
中
間
段
階
を
踏
む
こ
と
又
は
控
訴
権
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
る
、

「
第
ご
に
、
手
続
の
開
始
は
、
客
観
的
な
基
準
と
主
観
的
な
基
準
の
両
者
を
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
『
合
理
的
根
拠

の
な
い
』
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
外
部
か
ら
考
察
す
る
と
、
敗
訴
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

『
嫌
が
ら
せ
で
』
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
権
利
を
主
張
す
る
た
め
に
善
意
で
開
始
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

を
も
っ
て
被
告
に
嫌
が
ら
せ
を
し
又
は
被
告
を
悩
ま
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

悪
意

『
合
理
的
根
拠
な
し
に
』
と
い
う
こ
と
以
上
の
何
か
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
訴
訟

が
負
け
る
に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
も
十
分
で
な
い
。
そ
れ
は
、
嫌
が
ら
せ
訴
訟
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、

『
執
拗
で
』

（
も
っ
と
も
、

と
い
う
言
葉
は
恒
真
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
）
、

第
五
一
条

1

項
に
従
っ
て
命
令
を
出
す
裁
判
所
の
裁
斌
権
を
行
使
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
れ
ら
全
て
の
前
提
条
件
の
い
ず
れ
も

続
を
単
に
続
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
 
o
f
 

を
踏
む
こ
と
、
あ
る
い
は
、

口
語
体
で
言
え
ば
、

}¥ 

inter ,
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か
か
る
の
で
は
な
い
。
最
高
法
院
規
則
の

O
r
d
.
1
,
 

rr. 1
 

a
n
d
 2

は
、
訴
訟
は

示
し
て
い
る
。
そ
の
言
葉
を
、
令
状
又
は
訴
訟
開
始
召
喚
状
に
よ
る
訴
訟
の
開
始
と
い
う
狭
い
意
味
に
解
釈
す
る
正
当
化
理
由
は
存

し
な
い
。
『
法
的
手
続
』
と
い
う
言
葉
は
、

む
と
き
に
開
始
さ
れ
る
。
貴
族
院
へ
の
控
訴
の
許
可
を
求
め
る
請
願
が
第
五
一
条
一
項
に
い
う
手
続
の
開
始
で
あ
る
、

は
、
少
な
く
と
も
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
部
法
廷
が
、
法
的
手
続
が
嫌
が
ら
せ
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、

そ
の
文
脈
に
お
い
て
は
、

形
容
詞
の

わ
ざ
と
広
い
言
葉
な
の
で
あ
り
、
手
続
は
、
当
事
者
が
訴
訟
に
お
け
る
別
個
の
段
階
を
踏

『
嫌
が
ら
せ
の
』
と
い
う
言
葉
は
、

『
手
続
』

二
九

の
唯
一
の
種
類
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を

『
法
的
手
続
』
に
か
か
る
の
で
あ
っ
て
、

『
法
的
訴
訟
』
に

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、

一
九
三
五
年
以
来
試
み
て
い
た
け
れ
ど

が
、
本
件
で
は
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
全
部
敗
訴
し
た
長
く
続
い
た
手
続
と
い
う
十
肥
ひ
と
か
ら
げ
の
見
解
を
採
る
こ
と
に
よ
る

裁
判
所
の
、
事
項
へ
の
接
近
方
法
は
間
違
っ
て
い
た
。

Swift,
J
.
 

の
面
前
で
示
談
さ
れ
た
訴
訟
は
、
嫌
が
ら
せ
訴
訟
で
あ
る
と
言
う

そ
の
示
談
を
受
け
人
れ
る
こ
と
を
訴
訟
当
事
者
が
一
旦
拒
否
す
れ
ば
、
彼
の
採
る
べ
き
唯
一
の

途
は
、
そ
れ
を
取
り
消
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
大
法
官
部
に
お
い
て
別
の
訴
訟
を
始
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
法
官
部
で
の
訴
訟
は
、

そ
の
後
の
あ
ら
ゆ
る
手
続
の
基
礎
で
あ
っ
た
。

訴
す
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、

他
の
場
所
で
の
、

そ
し
て
、

も
し
そ
れ
が
嫌
が
ら
せ
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
訴
訟
当
事
者
は
本
案
で
敗

も
し
そ
れ
が
嫌
が
ら
せ
で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
会
社
法
廷

(the
C
o
m
p
a
n
i
e
s
 C
o
u
r
t
)

及
び

そ
の
後
の
あ
ら
ゆ
る
手
続
は
、
現
状
を
維
持
す
る
た
め
に
踏
ま
れ
る
段
階
で
あ
っ
た
。
狭
い
解
釈
に
よ
れ
ば
、
唯

一
の
嫌
が
ら
せ
手
続
は
、

W
y
n
n
,
 
P
a
r
r
y
,
 J. 
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」

「
両
訴
訟
と
も
、
何
年
間
も
休
止
し
た
。
し
か
し
、
遅
れ
た
こ
と
は
嫌
が
ら
せ
で
は
な
い
。

も
、
決
し
て
訴
訟
の
本
案
に
つ
い
て
公
判
さ
せ
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
を
注
意
す
る
べ
き
で
あ
る
。
」

と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

Sir
R
e
g
i
n
a
l
d
 M
a
n
n
i
n
g
h
a
m
 ,
 
B
u
l
l
e
r
 Q.C., 
A.，
G. と
J

.R. C
u
m
m
i
n
g
 ,
 
B
r
u
c
e
は、

「
第
五
一
条
一
項
に
お
け
る
『
手
続

(
p
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
)
』
の
言
葉
は
、

『
訴
訟

(action)
』
と
同
義
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
。

と
い
う
こ
と

そ
の
者
の
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る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」

と
主
張
し
、
更
に
、

J

.R. C
u
m
m
i
n
g
 ,
 
B
r
u
c
e
は
続
け
て
、

の
た
め
に
予
め
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
遡

と
い
う
こ

「
第
五
一
条
一
項
は
、
許
可
な
し
に
は
、
訴
訟
を
開
始
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
既
に
始
め
ら
れ
た
訴
訟
に
お
け
る
ど
ん
な
段
階
も
踏

め
な
い
原
告
を
構
想
し
て
い
る
。
踏
ま
れ
た
段
階
が
、

も
し
成
功
す
れ
ば
、
裁
判
所
の
機
構
を
始
動
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
、

と
は
、
法
的
手
続
の
開
始
の
本
質
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
裁
判
所
は
、
救
済
を
与
え
る
か
、
相
手
方
当
事
者
に
、
あ

る
手
続
段
階
(
s
o
m
e
p
r
o
c
e
d
u
r
a
l
 step)
を
踏
ま
せ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
に
よ
れ
ば
、
質
問
(
i
n
t
e
r
r
o
g
a
t
o
r
,
 

ies)

を
執
行
す
る
許
可
を
求
め
る
召
喚
状
は
手
続
の
開
始
で
あ
ろ
う
。
」

と
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
主
張
に
対
し
て
、

B
a
g
n
a
l
l
は
反
論
し
た
。

「
広
い
解
釈
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
第
五
一
条
一
項
に
よ
る
命
令
の
対
象
で
あ
る
者
は
、
自
分
が
望
ん
で
い
る
又
は
訴
訟
に
お
い
て

踏
む
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
許
可
を
裁
判
官
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
裁
判
官
は
、

通
常
の
あ
ら
ゆ
る
手
続
段
階

(all
t
h
e
 n
o
r
m
a
l
 p
r
o
c
e
d
u
r
a
l
 steps) 

及
効

(
n
u
n
c
p
r
o
 t
u
n
e
)
 

以
上
の
議
論
に
対
し
、

の
許
可
も
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
裁
判
官
は
、
同
法
に
よ
っ
て
、

O
r
m
e
r
o
d
 L
.
 J
.
 
は
、
控
訴
の
却
下
を
主
張
し
、

「
本
件
に
お
い
て
は
、
手
続
の
開
始

(the
institution 
o
f
 p
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
)
 

訴
訟
の
全
歴
史
を
考
察
し
た
の
は
正
し
か
っ
た
。
」

『
手
続
』
を
考
察
す

と
言
え
る
事
項
も
言
え
な
い
事
項
も
種
々
言
及
さ
れ

て
い
る
。
既
に
処
理
さ
れ
た
一
―
つ
の
訴
訟
が
あ
り
、
両
方
と
も
、
既
に
開
始
さ
れ
た
手
続
で
あ
る
こ
と
が
異
議
な
く
認
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
裁
判
所
へ
は
多
く
の
控
訴
が
な
さ
れ
、
そ
し
て
、
貴
族
院
へ
の
控
訴
で
な
け
れ
ば
、
貴
族
院
へ
控
訴
す
る
許
可
を
求
め
る

請
願
が
あ
る
。
私
は
、
控
訴
す
る
許
可
を
求
め
る
貴
族
院
へ
の
請
願
が
手
続
の
開
始
に
等
し
い
か
ど
う
か
の
問
題
は
非
常
に
疑
問
の

三
〇
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あ
る
問
題
で
あ
る
、

と
思
う
。
こ
の
裁
判
所
へ
の
控
訴
が
、
当
初
の
訴
訟
に
お
け
る
手
続
の
開
始
以
外
の
別
の
手
続
の
開
始
と
看
倣

す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
問
題
も
生
じ
る
。
こ
こ
で
、
そ
の
問
題
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
不
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
私

は
、
高
等
法
院
か
ら
又
は
他
の
裁
判
所
か
ら
こ
の
裁
判
所
へ
の
控
訴
は
別
の
手
続
の
開
始
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
に
傾
く
。
し
か
し
、

全
く
控
訴
の
問
題
を
別
に
す
れ
ば
、
…
…
会
社
が
控
訴
人
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
、

た
め
の
控
訴
人
の
試
み
の
一
部
と
し
て
、
清
算
に
お
い
て
発
付
さ
れ
た
召
喚
状
が
あ
る
。

そ
れ
ら
の
手
続
に
関
し
て
、

M
r
.
B
a
g
n
a
l
l
は、

際
は
付
随
手
続

(
p
r
o
c
e
d
u
r
e
)
の
問
題
で
あ
る
、

が
で
き
な
い
、

公
判
中
に
、
清
算
に
お
い
て
彼
の
権
利
を
維
持
す
る
た
め
に
す
る
べ
き
こ
と
が
本
質
的
な
手
続
だ
か
ら
で
あ
る
、

彼
が
そ
の
訴
訟
を
開
始
す
る
の
が
も
っ
と
も
で
あ
り
、
彼
が
し
た
よ
う
に
訴
訟
を
開
始
す
る
の
が
も
っ
と
も
で
あ
る
場
合
に
は
、
彼

が
自
分
の
権
利
を
護
る
た
め
に
清
算
に
お
い
て
種
々
の
召
喚
状
を
発
付
す
る
の
が
も
っ
と
も
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
他
方
に
お
い
て
、
当
初
の
訴
訟
に
お
い
て
貴
族
院
に
控
訴
す
る
た
め
の
請
願
が
拒
否
さ
れ
た
後
の
一
九
三
八
年
六

月
二
日
に
控
訴
人
が
開
始
し
た
訴
訟
が
、
嫌
が
ら
せ
訴
訟
で
あ
り
、
何
の
根
拠
も
な
い
訴
訟
で
あ
っ
た
、

0
年
か
ら
一
九
五
七
年
ま
で
の
一
七
年
の
間
続
け
ら
れ
た
控
訴
人
に
よ
る
訴
訟
で
あ
る
、
と
明
白
に
言
え
る
、
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

以
上
は
、

と
述
べ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

ま
ず
第
一
に
、

と
控
訴
人
が
主
張
し
て
い
る
金
銭
を
獲
得
す
る

そ
れ
ら
は
開
始
さ
れ
た
手
続

(
p
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
)

で
は
な
く
、
実

と
述
べ
て
い
る
。
更
に
、
彼
は
、

と
に
か
く
そ
れ
ら
は
嫌
が
ら
せ
と
考
え
る
こ
と

そ
れ
ら
は
、
控
訴
人
が
、

S
w
i
f
t
,
J
.
 

の
判
決
を
取
り
消
す
た
め
に
開
始
し
た
訴
訟
の

と
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
し
て
、

そ
れ
が
一
九
四

そ
の
決
定
を
す
る
と
き
に
部
法
廷
に
忘
れ
ら
れ
な
い
あ
ら
ゆ
る
事
項
で
あ
る
。

L
o
r
d
P
a
r
k
e
r
 C.J. は
、
こ
れ
ら
の
あ

ら
ゆ
る
事
項
を
考
慮
し
た
こ
と
を
明
確
に
述
べ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
本
件
の
控
訴
人
が
嫌
が
ら
せ
訴
訟
当
事
者
の
定
義
内
に

入
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
と
き
に
、
彼
が
こ
れ
ら
の
あ
ら
ゆ
る
事
項
を
考
慮
し
た
こ
と
を
判
決
に
お
い
て
示
し
て
い
た
、
と
私
は

思
う
。
本
件
の
命
令
を
す
る
と
き
に
し
た
よ
う
に
、
裁
量
権
を
行
使
す
る
と
き
に
そ
れ
ら
を
正
当
化
す
る
十
分
な
資
料
が
部
法
廷
の
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と
私
は
思
う
。
私
の
見
解
で
は
、

又
は
間
違
っ
た
方
向
か
ら
そ
の
事
項
を
考
え
た
、
と
い
う
控
訴
人
側
の
提
案
に
は
何
の
正
当
性
も
な
い
。

L
o
r
d
P
a
r
k
e
r
 C.J. 
の
判

こ
の
裁
判
所
が
、
な
さ
れ
た
命
令
に
干
渉
す
る
の
を
正
当
化
す
る
も
の
を
何
も
発
見
し
な
い
し
、
本
件
控
訴

と
述
べ
た
。
こ
の
見
解
に
、
他
の
二
人
の
裁
判
官
も
賛
意
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
も
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

illmer

「
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
最
も
説
得
的
に
我
々
に
提
出
さ
れ
た

M
r
.
B
a
g
n
a
l
l
の
議
論
は
、

に
は
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

the
J
u
d
i
c
a
t
u
r
e
 A
c
t
 of 1
9
2
5

の
解
釈
に
関
す
る
法
の
問
題
と
、
事
実
の
問
題
で
あ
る
。

と
私
は
感
じ
て
い
る
。
同
法
の
解
釈
に
関
し
て
、
彼
は
、
全
く
正
当
に
、

『
常
習
的
に
且
つ
執
拗
に
、

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

三

そ
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
は
、
部
法
廷
が
間
違
っ
て
い
た

そ
し
て
合
理
的
根
拠
な
し
に
、
嫌
が
ら
せ
の
法
的
手
続
を
開
始
し
た
』
者
で
あ
る
、

し
か
し
、
彼
の
議
論
に
よ
れ
ば
、

『
手
続
を
開
始
し
た
』
と
い
う
言
葉
に
は
、
非
常
に
狭
い
意
味
で
あ
る

と
私
に
思
え
る
も
の
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
上
、

M
r
.
B
a
g
n
a
l
l
は
、
そ
の
言
葉
を
、
新
た
な
令
状
の
発
付
に
よ
る

新
た
な
訴
訟
の
開
始
に
制
限
す
る
で
あ
ろ
う
。
私
が
彼
の
議
論
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
同
法
の
同
条
に
よ
っ
て
目
標
と
さ
れ
て

第
五
一
条
の
そ
の
よ
う
な
解
釈
に
基
づ
"
/
M
r
.
B
a
g
n
a
l
l
の
第
二
の
提
案
は
、
結
局
、
控
訴
人
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た

べ
た
定
義
に
よ
る
）
非
常
に
少
な
い
別
々
の
手
続
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
私
が
一
九
三
八
年
訴
訟

と
呼
ぶ
も
の
の
開
始
は
嫌
が
ら
せ
で
あ
る
と
言
え
な
い
又
は
合
理
的
原
因
な
し
と
言
え
な
い
、
と
我
々
に
提
案
し
た
。
会
社
法
廷
に

一
九
三
八
年
訴
訟
の
副
産
物

お
け
る
手
続
及
び

M
r
.
Petrinovic
の
遺
産
に
関
す
る
手
続
は
、

M
r
.
B
a
g
n
a
l
l
の
議
論
に
よ
れ
ば
、

い
る
の
は
、

そ
の
こ
と
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

（
右
に
述

扱
っ
て
い
る
の
は

も
採
用
で
き
な
い
、

一
九
二
五
年
法
五
一
条
一
項
が
取
り

い
ず
れ

L.J. は、 決
を
読
む
と
、
私
は
、

を
却
下
す
る
。
」

面
前
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
も
な
い
、

二
つ
の
提
案
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
私

6 -4 -590 (香法'87)
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と
、
す
な
わ
ち
、

そ
の
訴
訟
の
解
決
に
至
る
ま
で
現
状
を
維
持
す
る
た
め
だ
け
に
踏
ま
れ
る
段
階
と
看
倣
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
開
始
さ
れ
て
い
る
嫌
が
ら
せ
訴
訟
の
問
題
が
あ
る
、

九
五
八
年
に
な
る
と
き
、
す
な
わ
ち
、

W
y
n
n
,
 
Parry,]. に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
た
大
法
官
部
に
お
け
る
訴
訟
を
控
訴
人
が
開
始
し
た

と
き
だ
け
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
訴
訟
当
事
者
は
一
度
だ
け
嫌
が
ら
せ
で
手
続
を
開
始
し
た
に
す
ぎ
ず
、

『
常
習
的
に
且
つ
執
拗
に
』
手
続
を
開
始
し
た
者
で
あ
り
、

始
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、

Bagnall
が
我
々
に
採
用
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
同
条
の
解
釈
は
あ
ま
り
に
も
狭
す
ぎ
る
、

そ
の
代
り
に
法
務
長
官
及
び

M
r
.
C
u
m
m
i
n
g
 ,
 
B
r
u
c
e
が
我
々
に
示
唆
し
た
解
釈
は
あ
ま
り
に
も
広
す
ぎ
る
、

よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
見
解
に
与
す
る
。
本
件
は
、
手
続
を
『
開
始
す
る
こ
と
』
に
等
し
い
も
の
と
等
し
く
な
い
も
の
と
の
間
に
正
確

な
一
線
を
画
す
る
と
い
う
最
も
重
要
な
仕
事
を
試
み
る
こ
と
を
必
要
に
す
る
場
合
で
あ
る
、
と
私
は
思
わ
な
い
。
私
の
意
見
を
言
え

は
言
う
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
る
、

ば
、
既
に
処
理
さ
れ
た
訴
訟
に
お
い
て
控
訴
を
開
始
す
る
と
き
に
は
、
た
と
え
訴
訟
の
表
題
及
び
番
号
が
控
訴
法
院
に
お
い
て
も
下

位
の
裁
判
所
に
お
け
る
と
同
じ
で
あ
り
う
る
と
し
て
も
、
手
続
を
開
始
し
て
い
る
、
と
は
っ
き
り
言
え
る
、
と
い
う
見
解
に
対
し
て

と
私
は
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
正
し
い
見
解
で
あ
る
か
又
は
正
し
い
見
解
に
近
い

も
の
で
あ
れ
ば
、
当
初
の
訴
訟
の
却
下
か
ら
二

0
年
程
経
過
し
た
後
に
、
手
続
が

そ
の
と
き
に
は
、

そ
れ
ら
は
『
嫌
が
ら
せ
の
』
手
続
で
あ
っ
た
か
？

判
決
し
た
日
で
あ
る
一
九
三
八
年
三
月
一

0
日
…
…
か
ら
ず
っ
と
、

た
、
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

そ
れ
に
関
し
て
は
、
控
訴
法
院
が
当
初
の
訴
訟
に
お
い
て

『
開
始
さ
』
れ
た
と
き
に
は
多
く
の
事
件
が
あ
っ

と

M
r
.
Bagnall
が

そ
の
結
果
、
同
法
同
条
は
適
用
さ
れ
な
い
。

そ
れ
故
に
、
彼
は

そ
の
議
論
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
提
案
の
い
ず
れ
か
を
受
け
入
れ
た
い
と
私
は
感
じ
て
い
な
い
。

M
r
.

と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、
私
は
、

と
い
う
既
に
同
僚
に

B
a
b
u
r
i
z
z
a
 &
 Co.,Ltd. に
対
す
る
請
求
か
ら
生
じ
る

V
e
r
n
,
 

a
z
z
a
に
よ
る
新
た
な
手
続
の
開
始
の
た
め
の
理
由
は
な
か
っ
た
、
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
特
に

M
r
.
Bagnall
の
議
論
に

三

っ
て
い
る
の
は
、

‘、A

一
っ
カ
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次
の

一
九
五
九
年
法
の
下
で
の
事
件
で
あ
る
。
本
件
で
は
、

な
お
、 十

分
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
数
多
く
の
他
の
手
続
の
必
然
的
な
開
始
及
び
多
く
の
控
訴
の
遂
行
を
含
む
そ
の
訴
訟
の
開

と
い
う
結
論
に
至
る
の
に
、

一
九
三
八
年
訴
訟
の
開
始
が
嫌
が
ら
せ
で
な
か
っ
た
、

始
が
、
数
年
以
上
も
『
常
習
的
』
か
つ
『
執
拗
に
』
な
っ
た
と
は
っ
き
り
言
え
る
嫌
が
ら
せ
の
法
的
手
続
の
開
始
の
も
と
に
な
っ
た
、

と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う

思
う
。
」

そ
れ
ら
を
正
当
化
す
る
豊
富
な
証
拠
が
部
法
廷
の
面
前
に
あ
っ
た
、

事
情
の
下
で
は
、
部
法
廷
は
そ
う
す
る
結
論
に
至
る
資
格
が
十
分
で
な
か
っ
た
、

「
『
法
的
手
続
の
開
始
』
と
い
う
言
葉
が
正
確
に
何
を
意
味
し
う
る
の
か
、

は
、
最
も
狭
い
見
解
で
さ
え
、
原
告
の
訴
訟
を
嫌
が
ら
せ
の
訴
訟
と
解
釈
す
る
の
に
十
分
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
二
つ

の
令
状
と
三
つ
の
訴
訟
開
始
召
喚
状
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
ど
の
見
解
に
よ
っ
て
も
、
明
ら
か
に
手
続
の
開
始
で
あ
る
。
そ
れ
ら

で
あ
る
。
部
法
廷
は
、
事
項
に
つ
い
て
広
い
見
解
を
採
っ
た
。

思
う
。
」

と
意
見
表
明
し
て
い
る
。
結
局
、

誰
か
あ
る
者
が
嫌
が
ら
せ
の
法
的
手
段
を
開
始
し
た
、

と
述
べ
、

H
a
r
m
a
n
L.J. は、

と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
の
で
、

と
い
う
こ
と
に
関
す
る
私
の
意
見
を
差
し
控
え
た
い
。
私

そ
し
て
、
私
は
、

と
い
う
事
実
の
提
案
を
処
理
す
る
の
に

と
言
う
こ
と
は
、
私
に
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
と

は
全
て
、
二

0
年
間
こ
の
者
が
会
社
、
会
社
の
清
算
人
、
会
社
の
主
た
る
株
主
及
び
株
主
の
人
格
代
表
者
を
悩
ま
せ
た
宿
根
の
一
部

そ
の
よ
う
な
見
解
を
採
っ
た
こ
と
は
正
し
い
、
と

V
e
r
n
a
z
z
a
の
控
訴
は
却
下
さ
れ
た
。
更
に
、
貴
族
院
へ
の
控
訴
の
許
可
も
拒
否
さ
れ
た
。

一
九
五
九
年
法
に
従
っ
て
、
第
一
審
の
命
令
を
変
更
す
る
よ
う
に
求
め
た
法
務
長
官
の
主
張
は
排
斥
さ
れ
て
い
る
。

〔

5
〕

R
e
 L
a
n
g
t
 0 n
 [1
9
6
6
]
 
3
 

A
l
l
 E.R. 5
7
6
,
 
D.C. a
n
d
 C.A. は、

一
九
五
九
年
法
の
改
正
点
独
自
の
問
題
で
は
な
く
、
同
法
五
一
条
一
項
に
い
う
「
常
習
的
に
且
つ
執
拗
に
、

と
確
信
す
る
」

そ
し
て
合
理
的
根
拠
な
し
に
、

か
ど
う
か
を
検
討
す
る
と
き
に
、
代
表
者
又
は
受
託
者
の
資
格
に

三
四
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間
に
わ
た
っ
て
一

0
件
程
の
訴
訟
を
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

て
完
全
に
争
わ
れ
た
。
し
か
し
、

一
九
五
七
年
七
月
に
、

S.P. L
a
n
g
t
o
n
は
、
遺
言
の
有
効
性
確
認
、
離
婚
及
び
海
事
部
に
召
喚
令
状

(writ
of s
u
m
m
o
n
s
)
 

手
続
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、

一
六
も
の
中
間
申
請
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
訴
訟
の
判
決
で
、

Rees,
J. 
は、

S.P.
L
a
n
g
t
o
n
の
や
り
方
は
、

そ
の
訴
訟
に
お
け
る
被
告
に
対
し
て
嫌
が
ら
せ
で
あ
り
、
厄
介
を
か
け
る
も
の
で
あ
る
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で

S.P.
L
a
n
g
t
o
n
は
、
再
抗
争
し
、
右
事
件
の
控
訴
が
却
下
さ
れ
て
も
、
更
に
、
八
年

L
a
n
g
t
o
n
に
よ
る
請
求
を
無
視
し
て
よ
い
、

と
命
じ
た
。

六
月
、

D
a
n
c
k
w
e
r
t
s
,
J
.
 
は、

一
九
五
六
年
に
、

成
し
、

一
九
五
一
年
に
は
、

か
ヽ

三
五

に
よ
る

一
九
〇
六
年
の
遺
言
が
唯
一
有
効
な

お
け
る
訴
訟
当
事
者
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
手
続
も
個
人
の
資
格
に
お
け
る
訴
訟
当
事
者
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
訴
訟
も
考
慮
で
き
る

と
い
う
こ
と
が
論
点
で
あ
る
。
そ
の
事
実
関
係
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
〇
六
年
に
、

M
i
s
s
A
g
n
e
s
 W
i
n
i
f
r
e
d
は、

と
す
る
遺
言
を
作
成
し
た
。

遺
―
―
日
で
あ
る
、

と
主
張
し
た
。

S
i
d
n
e
y
 Philip L
a
n
g
t
o
n
の
父
及
び

S.P.
L
a
n
g
t
o
n
を
含
む
彼
の
子
孫
を
受
益
者

一
九
四
六
年
に
は
、
彼
が
受
益
者
と
な
る
後
の
遺
言
が
作
成
さ
れ
た
。

一
九
四
九
年
に
、

M
i
s
s
L
a
n
g
t
o
n
は
、
従
前
の
遺
―
―
-
E

状
の
処
分
を
取
り
消
し
て
、
最
後
の
遺
言
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
を
作

そ
の
遺
言
の
補
足
書

(a
codicil)
が
作
成
さ
れ
た
。

一
九
五
二
年
九
月
二
九
日
に
、

M
i
s
s
L
a
n
g
t
 0
n
が
死
亡
し
た
。
そ
こ
で
、
一
九
四
九
年
の
遺
言
の
執
行
者
で
あ
る

L
l
o
y
d
s
B
a
n
k
,
 Ltd. 

と
W
i
l
l
i
a
m
C
u
t
h
b
e
r
t
 B
r
i
a
n
は
、
右
遺
言
の
有
効
性
の
確
認
を
得
た
が
、

S.P. L
a
n
g
t
o
n
は、

一
九
四
九
年
の
遺
―
―
HI
の
執
行
者
は
、
何
を
す
る
べ
き
で
あ
る
の
か
を
知
る
た
め
に
、
大
法
官
部
に
申
請
し
た
。
翌
年

一
定
の
日
ま
で
に
執
行
者
に
対
し
て

S.P.
L
a
n
g
t
o
n
が
訴
訟
を
開
始
し
な
い
の
で
、
遺
言
執
行
者
は

S.P.

と
述
べ
た
。
そ
こ
で
の
争
点
は
、
何
日
も
か
け

L
o
r
d
 P
a
r
k
e
r
,
 C. J
.
 
は、
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とヽ

に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
、

と
述
べ
て
い
る
。
私
は
、

こ、t
 

及
び
結
果
を
考
察
す
る
と
、

そ
の
結
論
は
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
。
」

一
九

こ

一
九
五
七
年
に
、

D
A
N
C
K
W
E
R
T
S

「
こ
れ
ら
の
訴
訟
は
種
々
の
形
式
を
と
っ
て
い
た
。
詐
欺
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、

そ
う
と
す
る
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
登
録
者
に
よ
っ
て
手
続
に
お
い
て
な
さ
れ
た
命
令
を
取
り
消
そ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事

項
を
再
び
争
お
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
訴
訟
が
全
て
開
始
さ
れ
る
前
に
、

J. 
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
当
初
の
命
令
を
取
り
消
す
手
続
も
あ
っ
た
。
最
後
に
、

R
E
E
S
,
 J
.
 

の
判
決
を
取
り
消

そ
の
事
項
に
つ
い
て
、
先
行
の
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
に
お

け
る
裁
判
所
の
あ
ら
ゆ
る
判
決
及
び
命
令
は
詐
欺
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
か
ら
取
り
消
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
請
求
す
る
訴
訟
が
開

始
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
訴
訟
の
幾
つ
か
は
却
下
さ
れ
て
終
了
し
て
い
る
。
他
の
も
の
は
種
々
の
段
階
に
あ
る
が
、
訴
訟
当
事
者
が
、

常
習
的
に
且
つ
執
拗
に
、

て
嫌
が
ら
せ
の
法
的
手
続
を
開
始
し
て
い
た
、

〔

1
〕

の
理
論
に
従
っ
て
評
価
し
て
い
る
。

き
な
い
。
確
か
に
、

そ
し
て
合
理
的
根
拠
な
し
に
、
当
初
の
訴
訟
に
お
い
て
完
全
に
処
理
さ
れ
た
事
項
を
再
抗
争
し
よ
う
と
し

と
い
う
こ
と
は
全
く
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
事
項
の
全
歴
史
、
手
続
の
一
般
的
性
格

そ
し
て
、
前
述
し
た
論
点
に
つ
い
て
は
、

「
私
は
次
の
こ
と
を
付
け
加
え
た
い
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
訴
訟
当
事
者
の
た
め
に
出
席
し
た
…
…
法
廷
弁
護
士
は
、

五
年
法
五
一
条
一
項
に
お
け
る
『
誰
か
あ
る
者

(
a
n
y
p
e
r
s
o
n
)
』
は
、
純
粋
に
個
人
の
資
格
に
お
い
て
行
動
す
る
誰
か
あ
る
者
に
だ

け
適
用
さ
れ
る
制
限
的
な
意
味
に
解
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
新
た
な
論
点
を
提
出
し
た
。
訴
訟
当
事
者
の
法
廷
弁
護
士
は
、

れ
ら
の
種
々
の
訴
訟
の
う
ち
四
件
以
外
の
全
て
は
彼
の
故
人
た
る
母
の
遺
産
管
理
人
と
し
て
の
訴
訟
当
事
者
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ

と
指
摘
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
開
始
さ
れ
た
訴
訟
は
、
常
習
的
に
且
つ
執
拗
に
、
そ
し
て
合
理

的
根
拠
な
し
に
、
訴
訟
当
事
者
が
嫌
が
ら
せ
の
法
的
手
続
を
開
始
し
た
こ
と
を
確
信
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
き
に
は
裁
判
所

『
誰
か
あ
る
者
』
に
制
限
的
な
意
味
を
与
え
る
根
拠
を
全
く
理
解
で

そ
れ
は
、
代
表
者
又
は
受
託
者
と
し
て
の
資
格
に
お
い
て
行
動
す
る
誰
か
あ
る
者
を
包
含
し
て
い
る
。
結
局
、

三
六
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こ
れ
ら
の
訴
訟
を
提
起
さ
れ
る
者
を
保
護
し
、

回
復
し
な
い
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
の
判
決
に
お
い
て
は
、

あ
っ
て
も
、
同
条
の
適
用
の
可
否
を
決
す
る
際
に
は
、
考
慮
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
同
条
に
基
づ
く
命
令
が
出
さ
れ
、

(20) 
t
h
e
 R
u
l
e
s
 of t
h
e
 S
u
p
r
e
m
e
 C
o
u
r
t
 1
9
6
5
.
 
0. 1
8
.
 

r. 
1
9
(
1
)

は、

「
裁
判
所
は
、
手
続
の
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
、

い
事
件
に
応
じ
て
合
理
的
な
訴
訟
原
因
若
し
く
は
抗
弁
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
、
又
は

い
中
傷
的
、
不
真
面
目
若
し
く
は
嫌
が
ら
せ
で
あ
る
、
又
は

口
訴
訟
の
公
平
な
公
判
を
侵
害
し
、
紛
糾
さ
せ
若
し
く
は
遅
滞
さ
せ
る
、
又
は

い
さ
も
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
過
程
の
濫
用
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
訴
訟
に
お
け
る
準
備
書
面
若
し
く
は
令
状
の
裏
書
を
又
は
準
備
書
面
若
し
く
は
裏
書
に
お
け
る
何
か
を
削
除
し
又
は

修
正
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
、
事
件
に
応
じ
て
、
訴
訟
の
停
止
若
し
く
は
却
下
を
命
じ
又
は
判
決
の
登
録
を
命
じ
る
こ
と
が
で

き
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
原
文
は
、

⇒

'
T
h
e
 C
o
u
r
t
 m
a
y
 at 
a
n
y
 s
t
a
g
e
 o
f
 t
h
e
 p
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
 o
r
d
e
r
 to b
e
 s
t
r
u
c
k
 o
u
t
 o
r
 a
m
e
n
d
e
d
 a
n
y
 p
l
e
a
d
i
n
g
 o
r
 t
h
e
 i
n
d
o
r
s
e
m
e
n
t
 

o
f
 a
n
y
 w
r
i
t
 in 
t
h
e
 action, 
o
r
 a
n
y
t
h
i
n
g
 in 
a
n
y
 p
l
e
a
d
i
n
g
 o
r
 in 
t
h
e
 i
n
d
o
r
s
e
m
e
n
t
,
 o
n
 t
h
e
 g
r
o
u
n
d
 t
h
a
t
 |
_
 

(
d
)
 it 
disclo
伶
s
n
o
 r
e
a
s
o
n
a
b
l
e
 c
a
u
s
e
 0
 f
 ac
t
i
o
n
 o
r
 d
e
f
e
n
c
e
,
 a
s
 t
h
e
 c
a
s
e
 m
a
y
 b
e
;
 o
r
 

(

b

)

 

it 
is 
s
c
a
n
d
a
l
o
u
s
,
 frivolous o
r
 v
e
x
a
t
i
o
u
s
 ;
 or
 

S
.
P
.
 L
a
n
g
t
o
n
が
命
令
に
対
し
て
控
訴
し
た
が
、

右
の
理
論
は
控
訴
審
で
も
是
認
さ
れ
、

控
訴
は
却
下
さ
れ
た
。

三
七

扁
じ
、

舌
日

と

当
該
手
続
が
、

個
人
の
資
格
で
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、

代
表
者
又
は
受
託
者
の
資
格
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で

え
る
根
拠
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

私
は
、

本
件
は
命
令
を
出
す
べ
き
適
切
な
事
件
で
あ
る
、

と
思
う
。
」
そ
の
言
葉
に
制
限
的
意
味
を
与

法
務
長
官
の
法
廷
弁
護
士
が
述
べ
た
よ
う
に
、

本
条
の
目
的
は
、

そ
の
者
が
決
し
て

6-4 -595 (香法'87)
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(~
) 

(c) it 
m
a
y
 prejudice, e

m
b
a
r
r
a
s
 or delay the fair trial 

of the action ;
 or 

(d) it 
is 
otherwise a

n
 abuse of the process of the court ;

 

a
n
d
 m
a
y
 order the action to 

b
e
 stayed or dismissed or j

u
d
g
m
e
n
t
 to b
e
 entered accordingly, as the case m

a
y
 be." 
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